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あいちの教育に関するアクションプランⅡ

〈個別施策の実施状況〉 



96

平成２７年度一般会計予算執行状況（参考） 

（平成２８年３月３１日現在） 

（単位：千円）

教育費

23.7％

諸支出金

21.4％公債費

10.2％

健康福祉費 

15.8％ 

産業労働費 

9.4％ 

警察費 

6.6％ 

建設費 

6.4％ 

総務費 

2.6％ 

農林水産費 

2.2％ 

【支出額割合の科目別内訳】 

環境費 

 0.6％ 

県民生活費 

 0.5％ 

振興費 

 0.4％ 

その他（議会費、

災害復旧費等 

 0.1％ 
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重点目標１ 幅広い県民の参加により道徳性・社会性の向上を図ります。 

(1)道徳性・社会性の向上

■ 命を大切にする教育の充実

施策の展開 
当初予算額 

  (千円) 
主 な 内 容 主 な 実 績 

「命を大切に

できる子ども

を育む道徳教

育」の推進 

123

「命を大切にできる子どもを育

む道徳教育の在り方」をテーマ

とした、推進校への研究委託 

推進校数：小 1校(1 校)、中 1校

(1 校) 

あいちっこイ

キイキ子育て

支援地域交流

会の開催 

1,112

家庭や地域の教育力の向上を図

るための子育て支援を考える地

域交流会の開催 

開催地:6地区(6 地区) 

[東郷町、蟹江町、常滑市、西尾

市、豊川市、東栄町] 

参加者数:2,090 人(2,329 人) 

■ 社会全体のモラルの向上

地域協働生徒

指導推進事業 
614

学校を核として、地域や家庭と

連携した生徒の健全育成を図る

取組の実施 

生徒指導推進地域:12地域(12地

域) 

「あいちの教

育」シンボル

マーク・標語

の募集・活用 
― 

社会全体で子どもたちを大きく

育てていく機運を醸成するため

の「あいちの教育」をイメージ

したシンボルマーク・標語の活

用 

電柱広告へのシンボルマーク及

びいじめ・児童虐待防止の標語

の掲載 

関係機関と連

携 し た 教 育

キャンペーン

の実施 

502

幅広い県民の参加により道徳

性・社会性の向上を図るための

関係機関と連携した教育キャン

ペーンの実施 

重点テーマ:スマートフォン・携

帯電話の安心安全利用 

〈市町村・学校キャンペーン〉 

時期：平成 27年 9月～12 月 

育 19 キャン

ペーンと連動

し た 「 モ ラ

ル・マナー」

の啓発 

― 

「子育て応援の日(はぐみん

デー)」にちなんだ街頭啓発活動

(育 19キャンペーン)に合わせた

「モラル・マナー」の啓発の実

施 

子育て応援の日:毎月 19日 

開催地:名古屋市[大曽根駅周

辺] 

開催日:平成27年11月19日(木)

※当初予算額は平成 27年度の当初予算額である。 

※主な実績欄の（ ）内の数値は平成 26 年度実績である。 
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施策の展開 
当初予算額 

  (千円) 
主 な 内 容 主 な 実 績 

青少年育成県

民運動の展開 

306

市町村、学校関係者、PTA、警察、

青少年団体等と連携した各種青

少年育成県民運動の実施 

①子ども・若者育成支援県民運

動、②「家庭の日」県民運動、

③青少年の非行・被害防止に取

り組む県民運動 

①強調月間:11 月 

②強調月間:2月 

③強調期間:夏期[7・8 月]及び冬

期[12 月 10 日～1月 10 日] 

「 少 年 の 主

張」の開催 
310

中学生の社会性と自主性の育成

と青少年の健全育成に対する理

解を深めるための「少年の主張」

愛知県大会の開催 

開催日:平成 27年 8月 25日（金）

開催地:一宮市[一宮市民会館]

応募者数:53,550 人(54,251 人) 

参加者数:1,570 人(342 人) 

■ 道徳教育の充実 

心の教育推進

活動 

― 

県内全小・中学校(名古屋市除

く)での家庭や地域と連携した

児童生徒の心を育む体験活動の

実施 

強調月間:5 月、11月 

取組例:奉仕活動、福祉実践、自

然とのふれあい 等 

※各学校の取組を道徳教育総合

推進ｻｲﾄ「モラル BOX」に掲載 

道徳教育総合

推進事業 

4,882

道徳教育の充実・振興を図るた

めの道徳教育推進会議の開催と

推進校への研究委託 

〈道徳教育推進会議〉 

テーマ:「特別の教科 道徳」の

実施を見据えた道徳教育の充実 

会議開催:年 2回(2 回) 

推進校:小2校(2校)中2校(2校)

〈道徳教材の活用研究〉 

実践校：小 8 校(8 校)中 6 校(8

校)幼 2 校（0校） 

道徳教育総合

推 進 サ イ ト

「モラルBOX」

の運用 

186

道徳教育に関する学校の実践な

どを掲載し、家庭・地域・学校

に発信するための Web サイトの

運営 

モラル BOX アクセス件数: 

394,506 件 (356,506 件)[累計] 

1,085 件(992 件)[１日平均] 

■ 集団活動や交流活動の推進 

学校連携仲間

づくり推進事

業（新規） 
1,170

地域の仲間や異世代の人たちと

連携・協働による豊かな心の育

成と、特色ある学校づくりに取

り組んでいけるよう、創意工夫

ある取組の実践を委託 

推進校:小 3校、中 3校 

実践例:地域での老人会との交

流、祭りや地域防災訓練への参

加、福祉施設訪問、美化活動、

挨拶運動等 
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施策の展開 
当初予算額 

  (千円) 
主 な 内 容 主 な 実 績 

道徳教育推進

事業（明日を

拓く人材育成

事業） 
3,522

道徳教育資料「明日を拓く－人

間としての在り方生き方を求め

て－」を活用した道徳教育の取

組や様々な体験活動、社会貢献

活動を行い、児童生徒の道徳性

の向上を図る。 

実践指定校として、県立高等学

校 8 校、県立特別支援学校 2 校

を指定し、道徳教育の実践や体

験活動、地域貢献活動を行った。

防災キャンプ

の実施 

1,000

青少年の防災教育及び地域のき

ずなづくり等を推進するため

に、体験型の防災プログラムを

実践する防災キャンプの実施 

実施市町村:2 市[豊田市、豊川

市](3 市町) 

参加者数:1,096 人 [2 市合計] 

(747 人[3 市町合計]) 

内容:学校や社会教育施設等を

避難所とした生活体験 等 

事例発表会参加者数:75 人(75 人) 

青年指導者の

養成（愛知県

青年講座の開

催） 

238

青少年教育活動の指導者の企画

力、運営力、指導力を養成する

ための講座の開催 

受講生:16 人(14 人)、うち修了

生 16人(13 人) 

日数:5 日(5 日) 

社会教育施設

の運営 205,194

青少年を始めとする県民の宿泊

研修や野外活動の利用に供する

ための青年の家、美浜少年自然

の家、旭高原少年自然の家の管

理運営委託 

〈青年の家〉 

A:23,229 人(24,104 人) 

B:3,242 件(2,987 件) 

〈美浜少年自然の家〉 

A:49,011 人(48,868 人) 

B:3,004 件(2,907 件) 

〈旭高原少年自然の家〉 

A:49,917 人(52,437 人) 

B:1,937 件(2,073 件) 

■ 情報モラルの向上 

保護者向けス

マートフォン

安心利用普及

事業 
21,305

青少年のスマートフォン等を介

したインターネット利用による

トラブルを未然に防ぐため、保

護者が端末を実際に操作して、

スマートフォン等の危険性や正

しい使い方等を学ぶ教室を開催 

実施教室数：240 教室 

受講人数：4,398 人 

〔主な実績欄の凡例〕

A:宿泊利用者数

B:研修室等利用件数
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施策の展開 
当初予算額 

  (千円) 
主 な 内 容 主 な 実 績 

道徳教育総合

推 進 サ イ ト

「モラルBOX」

での情報モラ

ルに関する情

報の発信 

― 

情報モラル教育も含めた道徳教

育に関する学校の実践などを掲

載し、家庭・地域・学校に発信

するための Web サイトの運営 

情報モラル教育実践掲載：338 件

専門機関によ

るネットパト

ロールの実施 
8,479

全ての県立学校を対象としたイ

ンターネット掲示板等における

不適切な書き込み等の検索 

検出件数:3,314 件（うち緊急性

が高いと判断される書き込みに

ついて、学校と教育委員会が連

携して早期に対応し、問題を未

然に防止） 

(2)人権教育の推進  

■ 児童生徒への指導の充実 

施策の展開 
当初予算額 

  (千円) 
主 な 内 容 主 な 実 績 

学校における

人権教育の推

進(人権週間

を中心とした

取組) 

― 

各学校で人権週間(12月4日～10

日)を中心とした期間に、人権問

題に対する理解や認識を深める

ための取組を実施 

〈主な取組例〉 

校長講話、講演会、ＤＶＤの視

聴、人権問題を取り上げた教科

等の授業、人権作文やポスター

への取組 等 

学校における

人権教育の推

進(家庭・地域

との連携・協

力) 

― 

各学校での人権教育の取組につ

いて、家庭や地域と連携して実

施 

〈主な取組例〉 

学校の取組を地域や保護者に積

極的に発信、家庭や地域から講

師を招く 等 

人権教育に関

する教育方法

の研究等 

4,286

学校における人権教育の実践に

関する研究委託及び補助 

人権教育研究委託:7 地区(7) 

人権教育研究指定校: 

小 1校(2)、中 1校(0)

人権教育総合推進地域:1 地域(1) 

人権教育研究委嘱校:中 1校(1) 

人権教育推進事業費補助:1 団体(1) 
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施策の展開 
当初予算額 

  (千円) 
主 な 内 容 主 な 実 績 

人権教育に関

する教職員の

研修 

― 

各種研修での人権教育に関する

講座の実施及び指導資料の作成

配付 

初任者研修等での人権教育に関

する講座の実施 

社会教育にお

ける人権教育 

2,552

人権に関する学習活動を推進す

るために必要な指導者の資質の

向上を図るための社会教育関係

者や PTA 関係者等への研修会の

開催 

〈中央研修会〉 

開催地区:4 地区(4地区) 

参加者数:699 人(726 人) 

〈地区研修会〉 

開催会場:10 会場(10 会場) 

参加者数:1,085 人(1,158 人) 

■ 人権啓発の推進 

人権啓発の推

進 

25,822

「人権教育・啓発に関する愛知

県行動計画」に基づく啓発行事

や指導者研修会、新聞・交通広

告等による啓発及び「あいち人

権啓発プラザ」を拠点とした啓

発業務の充実 

〈第１回あいち人権講演会〉 

開催日:平成 27年 12月 6日(日)

開催地:刈谷市（刈谷市産業振興

センター） 

参加者数:143 名 

講演:「深刻化するネットいじめ

～その現状と大人の役割～」 

〈第２回あいち人権講演会〉 

開催日：平成 28 年 1 月 8日（金）

開催地：名古屋市（鯱城ホール）

参加人数：360 名 

映画上映：「チョコレートドー

ナッツ」 

講演：「性的マイノリティーも

働きやすい職場づくりのため

に」 

〈あいち人権啓発プラザ〉 

利用者数:2,610 人(2,418 人) 
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(3)いじめ・不登校等への対応の充実 

■ 未然防止と早期発見に向けた取組の充実 

施策の展開 
当初予算額 

  (千円) 
主 な 内 容 主 な 実 績 

学校連携仲間

づくり推進事

業（新規） 

（再掲） 

1,205

地域の仲間や異世代の人たちと

連携・協働による豊かな心の育

成と、特色ある学校づくりに取

り組んでいけるよう、創意工夫

ある取組の実践を委託 

推進校:小 3校、中 3校 

実践例:地域での老人会との交

流、祭りや地域防災訓練への参

加、福祉施設訪問、美化活動、

挨拶運動等 

道徳教育推進

事業（明日を

拓く人材育成

事業）（再掲）
3,522

道徳教育資料「明日を拓く－人

間としての在り方生き方を求め

て－」を活用した道徳教育の取

組や様々な体験活動、社会貢献

活動を行い、児童生徒の道徳性

の向上を図る。 

実践指定校として、県立高等学

校 8 校、県立特別支援学校 2 校

を指定し、道徳教育の実践や体

験活動、地域貢献活動を行った。

いじめ問題に

ついてのメッ

セージ発出 

― 

いじめ問題に関する知事のメッ

セージの WEB ページへの掲載継

続 

Web ページアドレス： 

http://www.pref.aichi.jp/000

0053040.html 

■ 相談体制の充実 

スクールカウ

ンセラー設置

事業 

662,487

問題行動の解決及び未然防止を

図るためのスクールカウンセ

ラーの学校への配置及び緊急事

案への対応や経験の浅いスクー

ルカウンセラーへの指導助言を

行うためのスーパーバイザーの

配置 

〈ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ配置数〉 

小:拠点校 196 校(189 校) 

中:306 校(307 校)[全校配置] 

高:拠点校 53 校(30 校) 

〈スーパーバイザー〉 

小・中担当:3名(3 名) 

高担当:2名(2 名) 

24 時間いじめ

電話相談事業

(子どもＳＯ

Ｓ ほっとラ

イン 24) 

8,354

臨床心理士や相談業務の経験が

あるボランティアによる、いじ

め問題に悩む子どもや保護者へ

の電話相談の実施 

相談件数:10,401 件（9,375 件）

家庭教育コー

ディネーター

設置事業 

47,759

家庭教育コーディネーターによ

る不登校児童生徒や保護者への

家庭訪問、相談・支援の実施及

び乳幼児から中学生までの保護

者を対象とする研修会の実施 

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ設置人数:17人(17人)

〈家庭訪問、相談・支援〉 

相談人数:113 人(128 人) 

相談回数:4,483 回(4,221 回) 

〈家庭教育研修会〉 

実施回数:50 回(50 回) 

参加者数:2,490 人(2,317 人) 
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施策の展開 
当初予算額 

  (千円) 
主 な 内 容 主 な 実 績 

ホームフレン

ド活動事業 
687

家庭教育コーディネーターの助

言の下、大学生のホームフレン

ドが不登校児童生徒に接するこ

とで児童生徒の心の安定を図る 

ホームフレンド人数:16 人(16 人) 

訪問人数:45 人(54 人) 

訪問回数:490 回(520 回) 

ひきこもり対

策事業 
12,319

ひきこもり状態に陥った者やそ

の家族を相談や家族教室につな

ぐ活動やひきこもり支援サポー

ターによる家庭訪問の実施 

相談件数:1,766 件（1,933 件） 

サポーター派遣回数:41回（51 人）

子ども・若者

育成支援ネッ

トワークの推

進 

4,000

困難を抱える子ども・若者が円

滑な社会生活を送れるよう、市

町村において関係機関及び団体

等が連携して支援を行うネット

ワークの整備促進 

協議会あり方検討会 3回 

普及推進タウンミーティング 2 回 

(4)幼児教育の充実

■ 幼稚園・保育所等と小学校との連携強化

施策の展開 
当初予算額 

  (千円) 
主 な 内 容 主 な 実 績 

幼・小・中学

校教職員研修 

― 

幼稚園の新規採用教員への研修

の実施及び幼・小・中学校の教

職 10年経験者研修における、異

校種(園)訪問の実施 

〈幼稚園等新規採用教員研修〉 

参加者数:48 人(53 人) 

〈教職 10年経験者研修〉 

参加者数:幼 23 人(16 人) 

小 222 人(222 人) 

中 212 人(200 人) 

学校連携仲間

づくり推進事

業（新規） 

（再掲） 
1,205

地域の仲間や異世代の人たちと

連携・協働による豊かな心の育

成と、特色ある学校づくりに取

り組んでいけるよう、創意工夫

ある取組の実践を委託 

推進校:小 3校、中 3校 

実践例:地域での老人会との交

流、祭りや地域防災訓練への参

加、福祉施設訪問、美化活動、

挨拶運動等 

■ 幼稚園・保育所等による子育て支援の充実 

あいちっこイ

キイキ子育て

支援地域交流

会の開催 

（再掲） 

1,112

家庭や地域の教育力の向上を図

るための子育て支援を考える地

域交流会の開催 

開催地:6地区(6 地区) 

[東郷町、蟹江町、常滑市、西尾

市、豊川市、東栄町] 

参加者数:2,090 人(2,329 人) 
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施策の展開 
当初予算額 

  (千円) 
主 な 内 容 主 な 実 績 

認定こども園

の整備支援 

― 

子どもを安心して育てることが

できる体制を整備するため、幼

児教育と保育を一体的に提供す

る「認定こども園」の創設を支

援 

整備費補助:2か所(2 か所) 

認定状況:20 園(19 園)[累計] 

■ 幼児期の教育の在り方の検討・策定 

幼児教育の指

針の策定・周

知 
― 

平成24年度に策定した幼児教育

指針の周知 

・幼稚園等新規採用教員研修 

・教職 10年経験者研修 

・幼稚園教育課程講座 

・園長等運営管理研修 

・保育技術講座 

での周知 

(5)福祉教育の推進

■ 交流・ボランティア活動の推進   

施策の展開 
当初予算額 

  (千円) 
主 な 内 容 主 な 実 績 

学校連携仲間

づくり推進事

業（新規） 

（再掲） 
1,205

地域の仲間や異世代の人たちと

連携・協働による豊かな心の育

成と、特色ある学校づくりに取

り組んでいけるよう、創意工夫

ある取組の実践を委託 

推進校:小 3校、中 3校 

実践例:地域での老人会との交

流、祭りや地域防災訓練への参

加、福祉施設訪問、美化活動、

挨拶運動等 

道徳教育推進

事業（明日を

拓く人材育成

事業）（再掲） 3,522

道徳教育資料「明日を拓く－人

間としての在り方生き方を求め

て－」を活用した道徳教育の取

組や様々な体験活動、社会貢献

活動を行い、児童生徒の道徳性

の向上を図る。

実践指定校として、県立高等学

校 8 校、県立特別支援学校 2 校

を指定し、道徳教育の実践や体

験活動、地域貢献活動を行った。

高等学校と特

別支援学校高

等部の併設 

― 

ノーマライゼーションの理念を

実現するため、高等学校に特別

支援学校高等部を併設し、障害

のある生徒とない生徒の交流を

図る 

併設校: 

桃陵高等学校- 

半田特別支援学校桃花校舎

宝陵高等学校- 

豊川特別支援学校本宮校舎

田口高等学校- 

豊橋特別支援学校山嶺教室 
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施策の展開 
当初予算額 

  (千円) 
主 な 内 容 主 な 実 績 

肢体不自由児

スクールクラ

スターモデル

事業 
1,775

地域の教育資源を効果的に組み

合わせることにより、障害のあ

る児童生徒一人一人のニーズに

適切に対応した教育を実施する

ための研究の実施 

指定学校:特 2校(3 校) 

小 2 校(4 校) 

中 1 校（0校） 

※特別支援学校は肢体不自由特

別支援学校を指定 

■ 社会福祉に貢献できる人材の育成 

教科「福祉」

を通した地域

福祉を担う人

材の育成 

― 

高等学校福祉科、総合学科福祉

系列、普通科福祉実践コース設

置校での将来の地域福祉を担う

人材の育成 

福祉科設置校:4 校(4 校)  

総合学科福祉系列設置校:4 校(4 校) 

普通科福祉実践ｺｰｽ設置校:2校(2校)

福祉教育充実

のための社会

福祉協議会の

活動支援 

17,015

愛知県社会福祉協議会が行う福

祉実践教室や体験学習、福祉読

本の作成・配布等の活動を支援 

福祉実践教室:1,048校(1,053校)

福祉読本:93,000 冊(97,000 冊) 

認知症サポー

ター養成講座

の開催 ― 

認知症の人やその家族を家庭で

支える社会の推進を図るための

小・中学生を対象とした認知症

サポーター養成講座の開催 

開催市町村:39市町村(34市町村)

(6)安全教育の推進

■ 実践的な安全教育の充実   

施策の展開 
当初予算額 

  (千円) 
主 な 内 容 主 な 実 績 

子どもの安全

確保推進事業 

303

防犯意識や危機回避能力の向上

を図るための小学校への防犯少

年団モデル校の委嘱及び防犯少

年団員の任命並びに子ども安全

アカデミーの開催 

防犯少年団モデル校:44 校(44 校)

防犯少年団員:433 人(423 人) 

子ども安全アカデミー: 

平成 27 年 8 月 25 日(火)開催 

自転車シミュ

レータを活用

した参加体験

型講座の実施 

952

児童、生徒に自転車の正しい交

通ルールを学ばせるための参加

体験型の講座の実施 

実施校:小 6校（8校） 

中 2校(3 校) 

高 2 校(2 校) 
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施策の展開 
当初予算額 
  (千円)

主 な 内 容 主 な 実 績

自転車安全運

転利用モデル

校の指定 

― 

自転車安全運転利用モデル校の

指定及び自転車教室の開催、交

通危機マップの作成 

モデル校：小 44 校(44 校) 

中 44 校(44 校) 

高 44 校(44 校) 

防災教育推進

事業(防災教

育指導者研修

会の開催) 

38

教職員の危機管理意識の高揚、児

童生徒に対する危険予測・危機回

避能力の育成、地域と学校の連携

を図るための研修会の実施 

参加者数:459 人(1,372 人) 

対象者:公立小・中学校及び県立

学校 

防災教育推進

事業(防災ﾊﾟﾝ

ﾌﾚｯﾄの作成) 

― 

地震に関する正しい知識を習得

させ、防災意識を高めるための

パンフレット利活用 

小学校低学年用・高学年用、中

学校用、高校用を作成、Web ペー

ジに掲載 

■ 災害発生に備えた人材の育成   

高 校 生 防 災

リーダーの育

成 
79

防災に関する幅広い知識を持っ

た人材や地域防災を主体的に進

めることのできる人材を育成す

るための大学と連携したセミ

ナーの実施 

連携大学:名古屋大学 

セミナー回数:5 回(5 回) 

参加校数:30 校(30 校) 

参加生徒数:119 人(120 人) 

防災キャンプ

の実施（再掲）

1,000

青少年の防災教育及び地域のき

ずなづくり等を推進するため

に、体験型の防災プログラムを

実践する防災キャンプの実施 

実施市町村:2 市[豊田市、豊川

市](3 市町) 

参加者数:1,096 人 [2 市合計] 

(747 人[3 市町合計]) 

内容:学校や社会教育施設等を

避難所とした生活体験 等 

事例発表会参加者数:75 人(75 人)
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重点目標２ 発達段階に応じたキャリア教育を充実します。 

(1)キャリア教育の推進   

■ キャリア教育の推進体制づくり 

施策の展開 
当初予算額 

  (千円) 
主 な 内 容 主 な 実 績 

キャリア教育

会議の開催 

68

有識者や経済団体、保護者の代

表を交えて本県が進めるべき

キャリア教育の在り方を検討 

委員:14 人(14人) 

開催回数:年 1回(1 回)  

※小中学校、高等学校、特別支

援学校ごとに部会を設置 

キャリア教育

ノートの活用

促進 
― 

平成 23年度に作成したキャリア

教育ノートを活用した、各学校

でのキャリア教育の推進を小・

中・高等学校及び市町村教育委

員会に依頼 

キャリア教育ノートの活用状況: 

小 72.8%(71.5%)中 71.9%(68.1%)

[活用している又は活用予定の

学校] 

高 47.2%(53.4%)[活用している

学校] 

「あいち夢は

ぐくみサポー

ター」の活用 
― 

児童生徒のキャリア教育を支援

する県内の事業所や団体を「あ

いち夢はぐくみサポーター」と

して認証・登録 

登録件数: 1,495 件(1,241 件) 

キャリア教育

参画プランの

作成 ― 

企業がキャリア教育に参画する

際の手引きとなる「インターン

シップ・職場体験・職場見学受

け入れ BOOK」の普及 

関係機関への配布及びホーム

ページへの掲載 

男女共同参画

の推進 102

男女共同参画に対する理解を促

進するための作品募集や講演会

等の普及啓発活動の実施 

〈はがき 1 枚からの男女共同参画〉

応募数:540 件(1,542 件) 

理系女子進路

選 択 の 支 援

（新規） 

981

女子中高生の理系分野への興味

や関心を喚起するためのシンポ

ジウムを開催 

開催日：平成 27 年 8 月 20 日 

場所：ウィルあいち 

参加者：680 名 

■ 職場体験活動・インターンシップ等の推進 

「 地 域 に 学

び・語り継ぐ

キャリア教育

推進事業」 
2,262

地域講師に学ぶ体験活動や講話

を通して深めた考えを語り継ぐ

場をもつことで、各学年の発達

段階に応じたキャリア教育を実

施 

参加校:18 校  

参加者：3,442 人（3,674 人） 

[名古屋市を除く県内 18 市町村

各 1校] 
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施策の展開 
当初予算額 

  (千円) 
主 な 内 容 主 な 実 績 

「あいち・出

会いと体験の

道場」推進事

業 

15,351

学校と地域が連携して中学校 2

年生を中心に 5 日間程度の職場

体験等を実施 

参加校:306 校(307 校) 

参加者数:50,489 人(51,277 人) 

[名古屋市を除く全公立中学校] 

県立高校にお

けるインター

ンシップ等の

推進 

6,079

全ての全日制高校でのインター

ンシップ等の実施及び専門高校

等での、プロフェッショナルの

指導による講座の実施 

〈インターンシップ等〉 

実施校:全日制 146 校(146 校) 

参加生徒数:12,704 人(11,286 人)

〈キャリアリンク講座〉 

実施校:83 校 88 学科 

(83校88学科)

時間数:222 時間(176 時間) 

〈地域ものづくりスキルアップ

講座〉 

実施校:17 校(17 校) 

あいち理数教

育推進事業 

2,788

大学等と連携した高度な理数教

育の実施及び成果の全校への普

及 

〈知の探究講座〉 

参加校:52校162人(50校148人)

〈あいち科学の甲子園〉 

チーム競技参加:22 校 34チーム 

(19校28チーム)

「大学と県教

育委員会との

連 携 推 進 会

議」の開催 

― 

県内全ての 4 年制大学や私立高

校関係者、県教育委員会が相互

の連携に向けた意見交換を行う

会議の開催 

開催:年 1回(1回) 

「あいちの学

校 連 携 ネ ッ

ト」の運用 
185

大学が行う高校生向けの講座情

報など、県内全ての 49大学と高

等学校・特別支援学校・市町村

教育委員会とをつなげる情報の

掲載 

開設:平成 24年 3 月 

アクセス数:31,519件(31,967件)

あいちの大学

「 学 び 」

フォーラムの

開催 

― 

大学教員の専門的な講義を通し

て、生徒が進路選択について考

えるきっかけづくりとする講座

を開催 

講座数:15 講座(22 講座) 

参加生徒等数:314 人(407 人) 
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施策の展開 
当初予算額 

  (千円) 
主 な 内 容 主 な 実 績 

特別支援学校

におけるキャ

リア教育の推

進 

775

小学部での学校近隣の商店や工

場で働く人を見学する「ふれあ

い発見推進事業」及び中学部で

の地域の職場の見学や簡単な作

業などを体験する「チャレンジ

体験推進事業」、高等部におい

て県立学校での就業体験を行う

「県立学校職場実習」の実施 

〈ふれあい発見推進事業〉 

実施校数:23 校(23 校) 

実施人数:216 人(263 人) 

〈チャレンジ体験推進事業〉 

実施校数:23 校(23 校) 

実施人数 322 人(245 人) 

〈就労支援推進事業［県立学校

職場実習］〉 

実施校数:18 校(18 校) 

実施人数 233 人(227 人) 

県立の大学に

おけるキャリ

ア教育の支援 

― 

学生が早い段階から将来への目

的意識を明確に持ち、自己の将

来設計を考えられるよう、就職

や自立に向けたキャリア教育に

積極的に取り組む 

・常勤のキャリアカウンセラー

による就職相談

・各種セミナーの実施 

・就職支援システムの導入 

・キャリア支援科目の充実 

・インターンシップ機会の充実 

・合同企業説明会の開催 等 

■ 多様なニーズに対応した就業支援の充実  

若年者等の就

職の促進 

1,503,730

学校や市町村等との連携による

若年者等への就職支援の実施 

・あいち若者職業支援センター 

おおむね 45歳未満の若者を対

象に就職相談、就職支援セミ

ナー等を実施 

・若年者就職相談窓口 

県内 13市町と連携して就職相

談窓口を設置 

・離転職者訓練 

 受講者:395 人(396 人) 

・雇用セーフティネット対策訓練 

 受講者:4,463 人(4,826 人) 

 ※平成 26 年度からの繰越者 

595 人を除く 
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(2)産業教育の充実 

■ 高等学校における産業教育の充実 

施策の展開 
当初予算額 

  (千円) 
主 な 内 容 主 な 実 績 

愛知総合工科

高等学校の設

置 

12,535,216 

本県の工業教育の中核となる高

等学校の設置準備 

開校:平成 28年 4 月 

建設地:名古屋市千種区[元県立

東山工業高等学校] 

建設工事（Ⅱ期）、体育館等改

修工事、環境整備工事等、初度

備品整備 

運営委員会開催：2回（専門委員

会開催：2回） 

作業部会開催：10 回（4回） 

実習先開拓のための企業訪問 

産業教育設備

の整備 
69,955

県立高等学校専門学科における

産業教育のための実験実習用設

備の整備 

新規整備:26 校(22 校) 

設備更新等:32校(24 校) 

職業教育技術

認定制度 

800

一定条件以上の資格等を取得し

た生徒への知事からの顕彰及び

県独自の検定試験の合格者への

合格証書の授与 

知事顕彰者:8,217 人(8,443 人) 

検定合格者:3,864 人(4,260 人) 

「地域振興」

「観光」など

の教育課程の

検討 

― 

産業構造の多様化に対応するた

めの、県立高等学校での「地域

振興」や「観光」をテーマとし

た教育課程を実施 

観光ビジネスコース設置校:1校 

■ 高等学校・高等技術専門校・企業の連携強化 

地域ものづく

りスキルアッ

プ講座 3,426

工業高校の教育課程に地域の企

業との連携プログラムを組み込

み、産業界のニーズを踏まえた

実践的な技能取得を目指す 

実施校数:17 校(17 校) 

参加生徒数:199 人(174 人) 

■ 人材育成機能の強化 

高等技術専門

校におけるモ

ノづくり人材

育成 

  163,638

高等技術専門校の訓練につい

て、モノづくり関連分野を核と

した訓練体系への移行を進める 

東三河高等技術専門校に建築総

合科を開設 

受講者:6校 540 人(6 校 541 人) 
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施策の展開 
当初予算額 

  (千円) 
主 な 内 容 主 な 実 績 

中小企業人材

育成モデルの

普及・活用 

― 

平成 23年度に作成した中小企業

人材育成モデルの普及啓発 

関係機関への配布及びホーム

ページへの掲載 

■ 技術・技能を尊重する機運の醸成 

モノづくり魂

浸透事業

（新規） 5,762

県内小・中学校及び特別支援学

校において、技能五輪メダリス

ト等、モノづくりのプロフェッ

ショナルを講師とした出前授業

実施 

小 35 校、中 8校、特 7校 

(3)世界を舞台に活躍できる人づくり

■ 外国語教育・国際理解教育の充実 

施策の展開 
当初予算額 

  (千円) 
主 な 内 容 主 な 実 績 

英語の授業改

善 

198,528

外国語指導助手(ALT)等の配置

及び拠点校を中心に地域全体の

英語力の強化を図る「スーパー

イングリッシュハブスクール」

事業の実施 

外国語指導助手配置： 

41 人(36人)

在県外国人語学講師配置： 

13 人(13人)

ハブスクール：12 校  

イ ン グ リ ッ

シュキャンプ

in あいち 

5,143

さまざまな国の人たちとオール

イングリッシュの共同生活を送

ることで、英語に対する自信と

興味・関心を高めるとともに、

異文化体験を通して相互理解の

大切さを学ばせる 

〈サマーキャンプ〉 

開催時期：平成 27 年 7 月 31 日(金)

～8 月 4 日(火)

平成 27 年 8 月 24 日(月)～28 日(金)

参加者数：前期：79 人(80 人)、後期：80人(76 人)

〈ウィンターキャンプ〉 

開催時期：平成27年 12 月 23日(水)～27 日(日)

参加者数：78人(78 人) 

県立学校にお

ける国際交流

活動の実施 
― 

県立高等学校、特別支援学校に

おいて、海外の姉妹・友好提携

校との間で国際交流活動を実施 

相互の学校訪問、夏季休業中の

人的交流、インターネットを通

じた交流、作品交流 等 

高校生の留学

促進事業 

14,695

高校生が主体的にチャレンジす

る海外短期留学等を実現するた

めの費用を助成する「高校生海

外チャレンジ促進事業」の実施

及び原則 1 年間外国の正規の後

期中等教育機関に通う生徒を対

象とした留学支援金の給付 

〈高校生海外チャレンジ促進事業〉

応募者：35 人(33 人) 

補助金支給者：20 人(20 人) 

〈留学支援金の給付〉 

応募者：23 人(28 人) 

給付対象者：15 人(14 人) 
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施策の展開 
当初予算額 

  (千円) 
主 な 内 容 主 な 実 績 

国際理解コー

ス や 国 際 コ

ミ ュ ニ ケ ー

ションコース

等での取組 

― 

異文化理解を目的とした海外の

学校との交流活動や、英語によ

るコミュニケーション能力の育

成を目的とした海外語学研修な

どの取組の実施 

国際教養科：3校(3 校) 

普通科国際理解ｺｰｽ：4校(4 校) 

普通科国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｺｰｽ： 

2 校(2 校)

近隣アジア諸

国の言語教育

の推進 

― 

アジア諸国との交流の拡大を踏

まえた、中国語や韓国・朝鮮語

などを学習できる機会の拡大 

〈講座開設学校数〉 

中国語：10 校(10 校) 

韓国・朝鮮語：4校(4 校) 

ふるさと遺産

サポート事業 

605

住民や子どもたちが郷土の自然

や文化財を未来に守り伝える環

境を整えるための、保存団体に

よる伝統文化出張講座の開催や

天然記念物である「木曽川堤(サ

クラ)」の観察講座の実施 

伝統文化出張講座 

講座数:小 3校(3 校) 

 [実施校]- [実施団体] 

・春日井市立大手小学校-伊多波

刀神社奉納流鏑馬保存会 

・常滑市立三和小学校-矢田萬歳

保存会 

・半田市立成岩小学校-半田市成

岩第四区獅子保存会 

「木曽川堤(サクラ)」の観察講座

・愛知教育大学渡邊幹男教授に

よる講義及び木曽川堤での観察

講座 

道徳教育推進

事業（明日を

拓く人材育成

事業）（再掲）
3,522

道徳教育資料「明日を拓く－人

間としての在り方生き方を求め

て－」を活用した道徳教育の取

組や様々な体験活動、社会貢献

活動を行い、児童生徒の道徳性

の向上を図る。

実践指定校として、県立高等学

校 8 校、県立特別支援学校 2 校

を指定し、道徳教育の実践や体

験活動、地域貢献活動を行った。

ユ ネ ス コ ス

クールの継続

的支援 

5,755

ESD の推進拠点であるユネスコ

スクールの在り方やネットワー

ク化等を助言・指導するための

ユネスコスクール支援会議を設

置するとともに、ユネスコス

クールの活動を支援するために

関係機関との連携推進及びユネ

スコスクールのネットワークを

構築するための交流会を実施 

講師派遣：15校 

交流会の開催：参加者 300 名 

活動事例集の作成・配付： 

1800 部 

〈ユネスコスクール加盟状況〉 

加盟校:160 校(155 校)[累計] 

加盟申請校:3校(1 校) 

[平成 28 年 3 月末現在] 
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施策の展開 
当初予算額 

  (千円) 
主 な 内 容 主 な 実 績 

英語教育に関

する教員研修

の充実 39

大学との連携による英語教育に

関する教員研修の実施 

小学校外国語活動講座:１日(1 日) 

高等学校 10 年経験者研修: 

英語2日(2日)

中学校 10年経験者研修： 

英語1日（1日）

■ 世界で活躍できる知性や技術・技能の育成

あいち理数教

育 推 進 事 業

（再掲） 2,788

大学等と連携した高度な理数教

育の実施及び成果の全校への普

及 

〈知の探究講座〉 

参加校:52校162人(50校148人)

〈あいち科学の甲子園〉 

チーム競技参加:22 校 34チーム 

(19校28チーム)

愛知総合工科

高等学校の設

置（再掲） 

12,535,216 

本県の工業教育の中核となる高

等学校の設置準備 

開校:平成 28年 4 月 

建設地:名古屋市千種区[元県立

東山工業高等学校] 

建設工事（Ⅱ期）、体育館等改

修工事、環境整備工事等、初度

備品整備 

運営委員会開催：2回（専門委員

会開催：2回） 

作業部会開催：10 回（4回） 

実習先開拓のための企業訪問 
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重点目標３ 学習意欲の向上を図り確かな学力を育成します。

(1)個に応じたきめ細かな指導の充実

■ きめ細かな指導の充実

施策の展開 
当初予算額 

  (千円) 
主 な 内 容 主 な 実 績 

少人数教育対

応教員の配置 

〈小学校費〉 

職員給与 

178,495,859

報酬 

2,342,405

〈中学校費〉 

職員給与 

97,412,975

報酬 

1,904,162

の一部

きめ細かな指導を実施するため

の、小学校第１学年、第２学年

及び中学校第１学年での少人数

学級(35人編制)の継続実施及び

少人数指導教員の継続配置 

少人数学級実施校: 

     50市町村625校702学級増

(50 市町村 642校 731 学級)

少人数指導教員配置数: 

 小:専任教員 653 人(653 人) 

   非常勤講師 193 人(199 人) 

 中:専任教員 708 人(707 人) 

   非常勤講師 240 人(250 人) 

「大学と県教

育委員会との

連 携 推 進 会

議」の開催 

（再掲） 

― 

県内全ての 4 年制大学や私立高

校関係者、県教育委員会が相互

の連携に向けた意見交換を行う

会議の開催 

開催:年 1回(1回) 

「あいちの学

校 連 携 ネ ッ

ト」の運用 

（再掲） 
185

大学が行う高校生向けの講座情

報など、県内すべての 49大学と

高等学校・特別支援学校・市町

村教育委員会とをつなげる情報

の掲載 

開設:平成 24年 3 月 

アクセス数:31,519 件(31,967 件) 

■ 全国学力・学習状況調査の活用

全国学力・学

習状況調査の

活用 

― 

全国学力・学習状況調査の結果

を指導の改善に生かすための

「学力・学習状況充実プラン」

の作成・配布による市町村や学

校への支援 

〈学力・学習状況充実プラン〉 

配布先:県内全公立小・中学校 

配布方法:電子データによる配

付及び Web による配信 
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■ 学ぶ楽しさを味わわせる取組の充実

施策の展開 
当初予算額 

  (千円) 
主 な 内 容 主 な 実 績 

あいち「授業

づくり人材バ

ンク」の運用

による外部人

材の活用 ― 

小・中学校の授業づくりに優れ

た外部人材を登録し、市町村で

の児童生徒の学習意欲の向上や

教師の授業力の向上に関する取

組に活用してもらうための人材

バンクの運用 

〈あいち「授業づくり人材バンク」〉

運用開始:平成 23年 5 月 

登録数: 

  「授業名人」34 人(45 人) 

「達人」19 人(29 人)  

企業 14 社(13社) 

NPO 法人 9法人(9 法人) 

社会人特別非

常勤講師配置

事業 

10,406

教員免許は持たないが、各分野

において幅広い経験や優れた知

識・技術を持つ地域の専門家や

社会人を「特別非常勤講師」と

して活用 

小学校: 

  174 校、206 人、2,395 時間 

(165 校、218 人、2,360 時間)

中学校: 

  65 校、69人、1,077 時間 

(65 校、69 人 1,051 時間)

放課後子ども

教室推進事業 

268,957

放課後や週末等に余裕教室等を

活用して子どもの安全・安心な

活動場所を確保し、地域の様々

な方の参画を得て、学習や多様

な体験・交流活動の機会を提供

する市町村の活動への支援 

放課後子ども教室等設置数: 

放課後子ども教室 

30 市町 251 教室

(30 市町 238 教室)

土曜日等の教育支援 

7 市 74 講座

■ 若い世代の教員の授業力の向上

あいち「授業

づくり人材バ

ンク」の運用

による外部人

材の活用 

（再掲） 

― 

小・中学校の授業づくりに優れ

た外部人材を登録し、市町村で

の児童生徒の学習意欲の向上や

教師の授業力の向上に関する取

組に活用してもらうための人材

バンクの運用 

〈あいち「授業づくり人材バンク」〉

運用開始:平成 23年 5 月 

登録数: 

  「授業名人」34 人(45 人) 

「達人」19 人(29 人)  

企業 14 社(13社) 

NPO 法人 9法人(9 法人) 
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(2)魅力ある県立学校づくり

■ 生徒の多様なニーズへの対応の充実

施策の展開 
当初予算額 

  (千円) 
主 な 内 容 主 な 実 績 

総合学科、普

通科コース制

の設置等 
― 

通学可能な範囲に総合学科がな

い地域への設置及び時代のニー

ズに応じたコースの新設・改編

の検討 

総合学科：9校(9 校) 

普通科コース制：23校 25 コース

(23 校 25 コース)

平成 27 年度から海翔高校環境

コースを環境防災コースに改編 

単位制による

複数部制の定

時制・通信制

高校の設置検

討 

― 

自分のペースに合わせて学ぶこ

とができる、単位制による複数

部制(昼間部・夜間部)の定時制

高校の設置に関する検討 

開校予定:平成 29年 4 月 

開校予定地:県立愛知工業高等

学校内 

開設準備委員会を設置し、使用

施設、教育課程、学校の特色づ

くり等について検討 

愛知総合工科

高等学校の設

置（再掲） 
12,535,216

本県の工業教育の中核となる高

等学校の設置準備 

開校:平成 28年 4 月 

建設地:名古屋市千種区[元県立

東山工業高等学校] 

建設工事（Ⅱ期）、体育館等改

修工事、環境整備工事等、初度

備品整備 

運営委員会開催：2回 

作業部会開催：10回（4回） 

実習先開拓のための企業訪問 

■ 魅力と特色のある学校づくり

県立高等学校

教育推進実施

計 画 の 策 定

（新規） 
822

平成 27 年３月策定の「県立高等

学校教育推進基本計画」を踏ま

え、10年間のうちの前半の５年

間を計画期間とする「県立高等

学校教育推進実施計画」を策定 

平成 28 年 2 月策定

〈実施計画策定会議〉 

委員：県立高等学校長等委員

16 名

開催回数：6回

道徳教育推進

事業（明日を

拓く人材育成

事業）（再掲）

3,522

道徳教育資料「明日を拓く－人

間としての在り方生き方を求め

て－」を活用した道徳教育の取

組や様々な体験活動、社会貢献

活動を行い、児童生徒の道徳性

の向上を図る。

実践指定校として、県立高等学

校 8 校、県立特別支援学校 2 校

を指定し、道徳教育の実践や体

験活動、地域貢献活動を行った。
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施策の展開 
当初予算額 

  (千円) 
主 な 内 容 主 な 実 績 

地域ものづく

りスキルアッ

プ講座（再掲）

3,426

大学や企業と連携した子どもた

ちの高度な知識・資格取得を目

指す取組 

〈技の探究講座Ⅱ〉 

モノづくりの技術・技能に関す

る比較的難易度の高い資格の取

得を目指す 

〈クラフトマンⅡ〉 

地域の産業界のニーズを踏まえ

た実践的な技術・技能の習得の

ための長期間の現場実習 

〈技の探究講座Ⅱ〉 

講座数:5講座(5 講座) 

参加者数:51 人(47 人) 

〈クラフトマンⅡ〉 

講座数:52 講座(50 講座) 

参加者数:148 人(127 人) 

高等学校と特

別支援学校高

等部の併設 

（再掲） 
― 

ノーマライゼーションの理念を

実現するため、高等学校に特別

支援学校高等部を併設し、障害

のある生徒とない生徒の交流を

図る 

併設校: 

桃陵高等学校- 

半田特別支援学校桃花校舎

宝陵高等学校- 

豊川特別支援学校本宮校舎

田口高等学校- 

豊橋特別支援学校山嶺教室 

■ 高大連携による学習意欲の向上

あいち理数教

育 推 進 事 業

（再掲） 2,788

大学等と連携した高度な理数教

育の実施及び成果の全校への普

及 

〈知の探究講座〉 

参加校:52校162人(50校148人)

〈あいち科学の甲子園〉 

チーム競技参加:22 校 34チーム 

(19 校 28 チーム) 

「大学と県教

育委員会との

連 携 推 進 会

議」の開催 

（再掲） 

― 

県内全ての 4 年制大学や私立高

校関係者、県教育委員会が相互

の連携に向けた意見交換を行う

会議の開催 

開催:年 1回(1回) 

「あいちの学

校 連 携 ネ ッ

ト」の運用 

（再掲） 
185

大学が行う高校生向けの講座情

報など、県内全ての 49 大学と高

等学校・特別支援学校・市町村

教育委員会とをつなげる情報の

掲載 

開設:平成 24年 3 月 

アクセス数:31,519 件(31,967 件) 
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施策の展開 
当初予算額 

  (千円) 
主 な 内 容 主 な 実 績 

あいちの大学

「 学 び 」

フォーラムの

開催（再掲） 

― 

大学教員の専門的な講義を通し

て、生徒が進路選択について考

えるきっかけづくりとする講座

を開催 

講座数:15 講座(22 講座) 

参加生徒等数:314 人(407 人) 

■ 中高一貫教育の実施

中高一貫教育

の実施 

1,039

6 年間の計画的・継続的な、特色

ある学習を進めることで、地域

に根差した人材育成を図るた

め、北設楽地区と作手地区で連

携型中高一貫教育を推進 

実施校: 

〈北設楽地区〉 

田口高校、設楽中学校、津具

中学校、豊根中学校[平成 16 年

度から]に加えて、平成 26 年度

から東栄中学校が参加 

〈作手地区〉 

新城東高校作手校舎(旧作手

高校)、作手中学校[平成 22 年度

から] 

(3)理数教育の推進

■ 興味・関心、知的探究心を高める取組の推進

施策の展開 
当初予算額 

  (千円) 
主 な 内 容 主 な 実 績 

知の拠点あい

ち集客促進等

事業 

384

将来の科学技術を担う子どもた

ちにモノづくりの楽しさや科学

の不思議を体験してもらうため

の科学教室の実施等 

〈こども科学教室〉 

平成 27 年 8 月 19 日（水）77名 

8 月 22 日（土）74名

8 月 26 日（水）62名

8 月 30 日（日）69名

〈サイエンスフェスタ 2016〉 

平成 28 年 3 月 19 日（土）57名 

■ 高等学校の高度な理数教育の推進

あいち理数教

育 推 進 事 業

(知の探究講

座) 
2,174

大学と連携し、高等学校で学べ

ない先進的な理数教育を受ける

機会を高校生に提供 

講座数:6講座(6講座)[名古屋大

学、愛知教育大学、名古屋工業

大学、豊田工業大学、愛知県立

大学、豊橋技術科学大学] 

参加者数: 162 人(148 人) 
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施策の展開 
当初予算額 

  (千円) 
主 な 内 容 主 な 実 績 

あいち理数教

育 推 進 事 業

(あいち科学

の甲子園) 

614

科学好きのすそ野を広げるため

に、数学、理科、情報、科学技

術等の知識・技能を用いて、実

生活に関連した課題等に取り組

む機会を設けるとともに、「科

学の甲子園全国大会」に参加す

る県代表チームを選考 

〈トライアルステージ〉 

開催日:平成27年10月24日(土)

参加チーム数:22 校 34 チーム 

(19 校 28 チーム)

〈グランプリステージ〉 

開催日:平成 28年 1月 23日(土)

〈科学の甲子園全国大会〉 

開催日:平成 28年 3月 18日(金)

   ～平成 28年 3月 21日(月)

開催地:茨城県つくば市 

(4)読書活動の推進

■ 読書に親しむ態度の育成

施策の展開 
当初予算額 

  (千円) 
主 な 内 容 主 な 実 績 

幼稚園におけ

る読み聞かせ

体験の充実 ― 

読書活動の推進についての各市

町村教育委員会への周知・啓発 

絵本や紙芝居の読み聞かせ体験

など、各市町村及び園の実情に

応じた取組の実施 

「みんなにす

すめたい一冊

の本」などの

活用による読

書活動の推進 

― 

読書活動の取組の手段の一つと

して平成 21 年度に作成した「み

んなにすすめたい一冊の本」の

活用を周知・啓発 

〈みんなにすすめたい一冊の本〉 

作成年度:平成 21 年度 

内容:本県ゆかりの著名人 50 名

の心に残った本等を紹介 

Web ページ掲載 

「子ども読書

の日」などの

普及 
― 

子ども読書の日や文字・活字文

化の日の周知・普及、子ども読

書週間や読書週間において学校

で読書の時間を設けたりするな

ど子どもの読書活動を推進 

全校一斉読書の実施率: 

 小 99%(98%) 

 中 95%(97%) 

 （いずれも名古屋市除く） 

青少年によい

本をすすめる

県民運動 
139

優良図書の読書感想文の募集や

県書店商業組合の協賛による学

校への図書等の寄贈 

強調月間:10月 1日～10月 31日

感想文応募点数: 

22,884 点(23,288 点)

図書寄贈数:90校、約 1,500 冊 

(90 校、1,800 冊)
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施策の展開 
当初予算額 

  (千円) 
主 な 内 容 主 な 実 績 

司書教諭など

による学校図

書館の活用促

進 

40

県立高等学校の司書教諭を対象

とした研修会の実施 

参加者：49 名(50 名) 

読書活動推進

計画の策定・

推進 

366

愛知県子ども読書活動推進計画

（第三次）の推進 

・子ども読書活動推進大会の開催

開催日：平成 27 年 11 月 6 日 

開催場所：愛知県図書館 

参加者：118 名 

・高校生向け啓発リーフレット

の発行 

平成 27 年 7 月、12月 

・県立学校と図書館連携モデル

事業の実施 

 愛知県図書館との連携 3校、 

 市町村立図書館との連携 1校 

・愛知県学校図書館活性化事業

フォーラムの開催 

 開催費：平成 28年 2 月 5 日 

 開催場所：愛知県図書館 

 参加者：106名 

■ 図書館機能の向上

学校図書館ボ

ランティアと

の協働による

図書館機能の

向上 

― 

家庭や地域、公共図書館などに、

学校図書館ボランティアへの参

加奨励及び学校図書館での活用

促進 

学校図書館でのボランティア活

用状況：小 91％(90%) 

中 38％(37%) 

県図書館のセ

ンター館とし

ての活動 3,417

県内の図書館への資料の貸し出

しや、県内の図書館や学校への

研修や相談による支援 

市町村図書館等への資料貸出: 

20,282 冊・点(18,313 冊・点) 
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(5)情報教育の充実

■ 情報活用能力の向上

施策の展開 
当初予算額 

  (千円) 
主 な 内 容 主 な 実 績 

児 童 生 徒 の

ICT 利活用の

ための環境整

備 
219,551

第 3 期情報化推進計画に基づく

児童生徒用パソコンの更新整備 

新規整備台数: 

高 418 台（0台） 

更新台数: 

高 63 台(3,035 台) 

特 18 台(45 台) 

配備台数: 

高 9,160 台(8,742 台) 

特 241 台(241 台) 

専門機関によ

るネットパト

ロールの実施

（再掲） 
8,479

全ての県立学校を対象としたイ

ンターネット掲示板等における

不適切な書き込み等の検索 

検出件数:3,314 件 

（うち緊急性が高いと判断され

る書き込みについて、学校と教

育委員会が連携して早期に対応

し、問題を未然に防止） 

道徳教育総合

推 進 サ イ ト

「モラルBOX」

での情報モラ

ルに関する情

報 の 発 信

（再掲） 

― 

情報モラル教育も含めた、道徳

教育に関する学校の実践などを

掲載し、家庭・地域・学校に発

信するための Web サイトの運営 

情報モラル教育実践掲載：338 件

■ わかりやすく理解が深まる授業への支援の充実  

授業における

ICT 利活用の

ための環境整

備 

24,340

第3期情報化推進計画に基づく、

プロジェクタ等の配備 

配備台数 

プロジェクタ:高 1,077台(1,004台)

特 72 台(72 台) 

タブレット型端末:特 80 台（0台）

研修事業 

74

教員の ICT 活用指導力の向上を

図るための研修の実施 

拠点職員巡回指導 実施講座名

「県立学校教育情報化推進巡回

講座」:10 校(10 校) 

県立学校情報化推進研修: 

182 人(181 人)
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(6)多文化共生社会の実現に向けた教育の推進  

■ 学校における外国人児童生徒への対応の充実  

施策の展開 
当初予算額 

  (千円) 
主 な 内 容 主 な 実 績 

日本語教育適

応学級担当教

員の配置 

〈小学校費〉 

職員給与 

178,495,859

〈中学校費〉 

職員給与 

97,412,975

の一部

日本語教育が必要な帰国・外国

人児童生徒に対する教育の充実

を図るための日本語教育適応学

級担当教員の配置 

配置数:小 284人(245 人) 

中 131 人(117 人) 

学級数:小 189学級(164 学級) 

中 67 学級(69学級) 

語学相談員の

配置 

36,237

ポルトガル語、スペイン語及び

フィリピノ語の語学相談員を教

育事務所に配置し、外国人児童

生徒の在籍する小・中学校等へ

派遣 

配置数:ポルトガル語 4人(4 人) 

    スペイン語 5人(2 人) 

フィリピノ語 2人(0 人) 

訪問指導:小延 2,195 回(842 回) 

     中延   848回(226回)

外国人生徒サ

ポート事業 

24,675

日本語によるコミュニケーショ

ン能力が十分でない外国人生徒

の学習支援、教材や配付物の翻

訳、通訳等を行うサポーターの

配置 

対象生徒数：245 人(238 人) 

サポーター配置:延 61 人(55 人) 

教員等に対す

る「外国人児

童生徒教育講

座」の実施 

33

外国人児童生徒教育を担当する

小・中・高等学校、特別支援学

校教員を対象に大学教員等を講

師とした専門的な知識を身に付

ける研修の実施 

対象教員数:52人(52 人) 

集合研修:2 日間(2 日間) 

※事前にｅラーニング研修 

外 国 語 堪 能

者、英語有資

格者に対する

特別選考 

― 

教員採用選考試験において、外

国語が堪能である者や英語の資

格を有する者に対する特別選考

を実施 

〈合格者数〉 

外国語堪能者選考:8 人(3人) 

英語有資格者特別選考: 

17 人(26 人)

住民基本台帳

の活用などに

よる外国人児

童生徒の就学

の推進 

― 

文部科学省通知「外国人の子ど

もの就学機会の確保に当たって

の留意事項について」の市町村

への周知及び語学相談員の学校

訪問時等の啓発 

配置数:ポルトガル語 4人(4 人) 

    スペイン語 5人(2 人) 

フィリピノ語 2人(0 人) 

訪問指導:小延 2,195 回(842 回) 

     中延   848回(226回)
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施策の展開 
当初予算額 

  (千円) 
主 な 内 容 主 な 実 績 

外国人児童生

徒の進学支援

等 

― 

入学説明会や進路相談、個人懇

談会での通訳として県の語学相

談員の活用及び、高等学校入学

者選抜における特別選考の実

施、海外帰国生徒の高等学校編

入学の随時受入れの実施など 

〈外国人生徒及び中国帰国生徒

等に係る入学者選抜〉 

実施校:9校(4校) 

志願者:43 人(34 人) 

合格者:24 人(21 人) 

■ 地域における日本語学習等支援の充実  

「日本語学習

支援基金」の

活用による日

本語教室など

の支援 

30,211

平成 20 年 6 月に創設した「日本

語学習支援基金」を活用した、

地域の日本語教室などの支援 

〈外国人児童生徒の支援〉 

助成団体数:51団体 74 教室 

(54 団体 80 教室)

〈外国人学校への支援〉 

日本語指導者雇用助成: 

6 校(8 校)

プレスクール

の設置促進 115

プレスクールの設置促進に向け

た説明会の開催 

開催回数:１回(１回) 

プレスクール実施市町村: 

15 市町村(15 市町村)

多 文 化 ソ ー

シ ャ ル ワ ー

カーによる在

住外国人の支

援 

21,873

あいち国際プラザ多文化共生セ

ンターにおいて、多文化ソー

シャルワーカーによる外国人県

民からの相談への対応及び複雑

な問題を抱える外国人に対する

個別支援 

相談・情報提供件数: 

646 件(700 件)

個別支援件数：9件(9 件) 

■ 国際理解教育の充実

県立学校にお

ける国際交流

活 動 の 実 施

（再掲） 

― 

県立高等学校、特別支援学校に

おいて、海外の姉妹・友好提携

校との間で国際交流活動を実施 

相互の学校訪問、夏季休業中の

人的交流、インターネットを通

じた交流、作品交流 等 

国際理解コー

ス や 国 際 コ

ミ ュ ニ ケ ー

ションコース

等での取り組

み（再掲） 

― 

異文化理解を目的とした海外の

学校との交流活動や、英語によ

るコミュニケーション能力の育

成を目的とした海外語学研修な

どの取組の実施 

国際教養科：3校(3 校) 

普通科国際理解ｺｰｽ：4校(4 校) 

普通科国際ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｺｰｽ： 

2 校(2 校)
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施策の展開 
当初予算額 

  (千円) 
主 な 内 容 主 な 実 績 

近隣アジア諸

国の言語教育

の推進（再掲）

― 

アジア諸国との交流の拡大を踏

まえた、中国語や韓国・朝鮮語

などを学習できる機会の拡大 

〈講座開設学校数〉 

中国語：10 校(10 校) 

韓国・朝鮮語：4校(4 校) 

ふるさと遺産

サポート事業 

（再掲） 

605

住民や子どもたちが郷土の自然

や文化財を未来に守り伝える環

境を整えるための、保存団体に

よる伝統文化出張講座の開催や

天然記念物である「木曽川堤(サ

クラ)」の観察講座の実施 

伝統文化出張講座 

講座数:小 3校(3 校) 

 [実施校]- [実施団体] 

・春日井市立大手小学校-伊多波

刀神社奉納流鏑馬保存会 

・常滑市立三和小学校-矢田萬歳

保存会 

・半田市立成岩小学校-半田市成

岩第四区獅子保存会 

「木曽川堤(サクラ)」の観察講座

・愛知教育大学渡邊幹男教授に

よる講義及び木曽川堤での観察

講座 

(7)特別支援教育の充実 

■ 特別支援教育体制の充実 

施策の展開 
当初予算額 

  (千円) 
主 な 内 容 主 な 実 績 

通級指導教室

担当教員の配

置 

〈小学校費〉 

職員給与 

178,495,859

〈中学校費〉 

職員給与 

97,412,975

の一部

小・中学校の通常の学級に在籍

する発達障害を含む障害のある

児童生徒に対する指導を行うた

めの通級指導教室担当教員の配

置 

配置人数：小 237 人(227 人) 

中 19 人(17 人) 

障害種別特別

支援学級の設

置 

〈小学校費〉 

職員給与 

178,495,859

〈中学校費〉 

職員給与 

97,412,975

の一部

一人一人の実態に応じたきめ細

かな指導を行うための、児童生

徒の障害の種別に応じた特別支

援学級の設置 

〈設置学級数〉 

総数:小 1,953 学級(1,778 学級) 

   中 802 学級(782 学級) 
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施策の展開 
当初予算額 

  (千円) 
主 な 内 容 主 な 実 績 

特別支援教育

指導員の配置 
11,328

市町村への指導助言や小・中学

校等への支援を行う特別支援教

育相談員の教育事務所への配置 

配置人数:5 人(5 人) 

相談件数:1,118 件(982 件) 

小・中学校等への指導助言: 

476 件(303 件)

特別支援教育

コーディネー

ターの配置 
〈特別支援学校費〉

職員給与 

  28,346,443 

の一部 

地域における特別支援教育を推

進する体制を整備する上で、中

核的な役割を担うコーディネー

ターの特別支援学校への配置 

配置校数: 33 校(32 校) 

 ※特別支援学校に配置 

巡回相談実施回数: 

延 387 回(389 回)

巡回相談児童生徒数: 

小 613 人(580 人)

中 194 人(233 人)

特別支援教育

体制推進事業 

11,428

発達障害を含む障害のある幼

児・児童・生徒に対する教育的

支援を行うための各種研修や研

究委嘱、早期教育相談の実施等

の体制整備 

〈各種研修〉 

研修件数:8 件(8 件) 

〈研究委嘱〉 

委嘱先:3市(2市) 

〈早期教育相談〉 

件数:289 件(292 件) 

県立特別支援

学校への看護

師の配置 

〈特別支援学校費〉

職員給与 

28,346,443 

報酬783,171 

の一部 

児童生徒に対する医療的ケアの

実施や健康面・衛生面等の指導

の補助等を行うための看護師の

配置 

看護師配置実績： 

11 校、33 人（非常勤） 

7 校、7人（常勤） 

特別支援学校

における就労

支援の充実 

14,508 

就労支援を専任で担当する「就

労アドバイザー」を拠点となる

高等特別支援学校２校に１名ず

つ配置し、関係機関との連携強

化や就職先・実習先の開拓など

を行う。また、地域の企業など

と連携して作業学習の内容を検

討し、必要な備品を整備するな

ど、職業教育の充実を図る。 

就労アドバイザーの訪問企業

数：297 社 

職業教育の充実に向けた検討及

び備品の整備：16 校 
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施策の展開 
当初予算額 

  (千円) 
主 な 内 容 主 な 実 績 

■ 知的障害特別支援学校の過大化の解消と整備構想等の検討  

知的障害特別

支援学校の過

大化の解消と

整備構想の検

討 

157,578

県立知的障害特別支援学校の過

大化に伴う問題の整理、今後の

方向性の検討 

知多地区の新設特別支援学校実

施設計等 

尾張北東地区の新設特別支援学

校基本設計等 

教室環境緊急整備 5校 

■ 地域での自立に向けた支援  

肢体不自由児

スクールクラ

スターモデル 

事業（再掲） 1,775

地域の教育資源を効果的に組み

合わせることにより、障害のあ

る児童生徒一人一人のニーズに

適切に対応した教育を実施する

ための研究の実施 

指定学校:特 2校(3 校) 

小 2 校、中 1校(小 4校) 

※特別支援学校は肢体不自由特 

別支援学校を指定 

特別支援学級

における地域

との連携した

取組 
― 

特別支援学級に在籍する児童生

徒の校外学習や職場体験学習に

地域住民の参加を促すなど、地

域との結びつきを深める取組の

推進 

― 

特別支援学校

におけるキャ

リア教育の推

進（再掲） 

775

小学部での学校近隣の商店や工

場で働く人を見学する「ふれあ

い発見推進事業」及び中学部で

の地域の職場の見学や簡単な作

業などを体験する「チャレンジ

体験推進事業」、高等部におい

て県立学校での就業体験を行う

「県立学校職場実習」の実施 

〈ふれあい発見推進事業〉 

実施校数:23 校(23 校) 

実施人数:216 人(263 人) 

〈チャレンジ体験推進事業〉 

実施校数:23 校(23 校) 

実施人数 322 人(245 人) 

〈就労支援推進事業 

［県立学校職場実習］〉 

実施校数:18 校(18 校) 

実施人数 233 人(227 人) 

障害者の雇用

促進 
309,772

経済団体や法定雇用率未達成の

企業への雇用の働きかけ及び障

害者の職業訓練の実施 

職業訓練受講者:534 人(472 人) 
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施策の展開 
当初予算額 

  (千円) 
主 な 内 容 主 な 実 績 

■ 早期からの特別支援教育の充実  

先天性代謝異

常等の検査の

実施 
117,995

異常の早期発見・早期治療のた

めの新生児へのスクリーニング

検査の実施 

初回検査実人員： 

43,496 人（43,522 人）

あいち発達障

害者支援セン

ター事業 4,372

臨床心理士や保健師等による発

達障害のある人及びその家族か

らの相談への対応や情報提供、

関係機関の職員研修等 

相談件数:1,349 件（1,078 件） 

特別支援教育

体制推進事業 

（再掲）

11,428

発達障害を含む障害のある幼

児・児童・生徒に対する教育的

支援を行うための各種研修や研

究委嘱、早期教育相談の実施等

の体制整備 

〈各種研修〉 

研修件数:8 件(8 件) 

〈研究委嘱〉 

委嘱先:3市(2市) 

〈早期教育相談〉 

件数:289 件(292 件) 
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重点目標４ 豊かな人生を送るための生涯学習を充実します。 

(1)生涯学習の振興  

■ 生涯学習推進計画の策定 

施策の展開 
当初予算額 

  (千円) 
主 な 内 容 主 な 実 績 

生涯学習推進

計画の推進 

175

平成24年度に策定した生涯学習

推進計画の着実な推進 

大学と連携した社会教育担当者

研修会の実施 

・基礎的研修：4回（5回） 

参加者：延 152人(延 106人) 

・専門的研修 

5 日間＋1泊 2日 

 参加者：7人 

■ 生涯にわたり学ぶ機会の充実  

「学びネット

あいち」学習

コンテンツの

充実 
5,991

県、市町村、大学等の生涯学習

関係機関が保有している学習案

内情報や学習教材を提供する

Web サイトの充実、及びシステム

改修による利便性の向上 

アクセス件数:[年間] 

ﾄｯﾌﾟﾍﾟｰｼﾞ約189万件(約187万件)

ｼｽﾃﾑ全体約 199 万件(約 453 万件)

情報提供機関:1,717 機関 

(1,719 機関) 

リカレント教

育推進会議の

開催 61

社会人のより高度化・専門化す

る学習ニーズに対応するための

環境づくりに向けた関係者によ

る推進会議の開催 

〈講演会〉 

開催日:平成27年10月13日(水)

参加者数:22 人(41 人) 

生涯学習推進

センター、社

会教育施設の

運営 

205,194

生涯学習推進の中核的施設とし

て学習情報や学習機会の提供、

研修、交流などを実施する生涯

学習推進センターの運営及び青

少年を始めとする県民の宿泊研

修や野外活動の利用に供するた

めの青年の家、美浜少年自然の

家、旭高原少年自然の家の管理

運営委託 

〈青年の家〉 

A:23,229 人(24,104 人) 

B:3,242 件(2,987 件) 

〈美浜少年自然の家〉 

A:49,011 人(48,868 人) 

B:3,004 件(2,907 件) 

〈旭高原少年自然の家〉 

A:49,917 人(52,437 人) 

B:1,937 件(2,073 件) 

県図書館のセ

ンター館とし

ての活動 

(再掲) 

3,417

県内の図書館への資料の貸し出

しや、県内の図書館や学校への

研修や相談による支援 

市町村図書館等への資料貸出: 

20,282 冊・点(18,313 冊・点) 

〔主な実績欄の凡例〕

A:宿泊利用者数

B:研修室等利用件数
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■ 学んだ成果を生かす機会の充実  

施策の展開 
当初予算額 

  (千円) 
主 な 内 容 主 な 実 績 

あ い ち シ ル

バーカレッジ

の開講 3,131

高齢者に学習の場を提供し、高

齢者の生きがいづくりを促進

するための「あいちシルバーカ

レッジ」を委託して実施 

対象:愛知県内在住の高齢者 

会場:県内 5か所(5 か所) 

定員:600 人(600 人) 

応募数:1,559 人(1,784 人) 

委託先：社会福祉協議会 

子育てネット

ワーカーの養

成・活用 662

地域で家庭教育や子育てを支

援する子育てネットワーカー

を養成するための講座の開

催・家庭教育研修会への派遣 

会場:県内 2か所(2 か所) 

スキルアップ講座修了者:46人

※家庭教育研修会講師登録者

総数:49 人 

家庭教育研修会:50 回 

総合型地域ス

ポーツクラブ

の育成支援 

1,653

誰もが、いつでも、どこでも、

スポーツに取り組むことがで

きる環境を整えるために、地域

住民が主体的に運営する「総合

型地域スポーツクラブ」の創設

と発展を支援 

〈総合型地域スポーツクラブ育

成状況〉 

クラブ数:130(131) 

育成している市町村数:51(52) 

 創設済:50(50) 

 創設準備段階:1(2) 

未育成:3(2) 

高 校 生 防 災

リーダーの育

成（再掲） 79

防災に関する幅広い知識を

持った人材や地域防災を主体

的に進めることのできる人材

を育成するための大学と連携

したセミナーの実施 

連携大学:名古屋大学 

セミナー回数:5 回(5 回) 

参加校数:30 校(30 校) 

参加生徒数:119 人(120 人) 

防災キャンプ

の実施（再掲）

1,000

青少年の防災教育及び地域の

きずなづくり等を推進するた

めに、体験型の防災プログラム

を実践する防災キャンプの実

施 

実施市町村:2 市[豊田市、豊川

市](3 市町) 

参加者数:1,096 人 [2 市合計] 

(747 人[3 市町合計]) 

内容:学校や社会教育施設等を避

難所とした生活体験 等 

事例発表会参加者数:75 人(75 人) 

学校支援地域

本部事業 

2,100

住民等が学習成果を生かしな

がら学校を支援する活動を通

じて、学校、家庭、地域が一体

となって子育てを行う体制づ

くりを行う市町村を支援 

実施市町村:5市町(4 市町) 

[北名古屋市、津島市、大治町、

刈谷市、田原市] 



130 

施策の展開 
当初予算額 

  (千円) 
主 な 内 容 主 な 実 績 

シニア地域デ

ビュー支援事

業（新規） 

5,788

シニア層が地域社会参加の始

めの一歩を踏み出すための

きっかけづくりを設定し、社

会参加活動への意欲を増進さ

せ、継続的に社会参加すると

ともに、シニア世代の学びの

循環をつくりだす 

(1)シニア地域デビューモデル

事業 4市町で実施 

(2)シニア地域デビューフォー

ラムの開催 参加者 800 名 

(3)事業報告書の作成・配布

1,800 部

■ 時代のニーズに対応した学習機会の充実

消費者教育の

推進 

3,830

効果的で実践的な消費者教育の

導入に関する研究の実施、消費

生活相談員による消費生活講座

の開催、消費者教育の指導者育

成のための専門家の講師派遣 

消費者教育研究校:3 校(3校) 

消費生活相談員による消費生活

講座：18回 (26 回) 

消費者教育推進支援事業:講師

派遣 34 回（14回） 

ユ ネ ス コ ス

クールの継続

的支援（再掲）

5,755

ESD の推進拠点であるユネスコ

スクールの在り方やネットワー

ク化等を助言・指導するための

ユネスコスクール支援会議を設

置するとともに、ユネスコス

クールの活動を支援するために

関係機関との連携推進及びユネ

スコスクールのネットワークを

構築するための交流会を実施 

講師派遣：15校 

交流会の開催：参加者 300 名 

活動事例集の作成・配付： 

1800 部 

〈ユネスコスクール加盟状況〉 

加盟校:160 校(155 校)[累計] 

加盟申請校:3校(1 校) 

[平成 28 年 3 月末現在] 
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施策の展開 
当初予算額 

  (千円) 
主 な 内 容 主 な 実 績 

知的財産教育

の推進 

449

知的財産について県民に普及す

るためのセミナー・講演会の開

催 

〈知財ビジネスセミナー～海外

展開におけるリスク対策と戦略

的活用～〉 

開催日：平成 27 年 7 月 27 日、 

9 月 1日 

会場：名古屋市[愛知県産業労働

センター] 

参加者数：128名 

〈中小企業の知財・ノウハウを

活用した海外事業進出のための

パートナー戦略〉 

開催日：平成 27 年 11 月 24 日 

会場：名古屋市[愛知県産業労働

センター] 

参加者数：31名 

〈地域ブランド化推進セミナー

2015〉 

開催日：平成 27 年 12 月 14 日 

会場：名古屋市[愛知県産業労働

センター] 

参加者数：88名 

〈「愛知の発明の日」記念講演会〉

開催日:平成 27年 7月 31 日 

会場:名古屋市[名古屋市中小企

業振興会館] 

参加者数:114 名 

〈休日パテントセミナー〉 

開催日：平成 27年 8月 29 日、9

月 12 日、9月 26 日 

会場:岡崎市[岡崎商工会議所] 

参加者数: 70 人 

〈中小企業のための海外ビジネ

ス展開セミナー〉 

開催日：平成 27 年 5 月 20 日 

会場：名古屋市[ナカトウ丸の内

ビル名古屋会議室] 

参加者数：33名 
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(2)文化芸術の振興・伝統文化の保存・活用 

■ 芸術に触れ親しむ機会の充実 

施策の展開 
当初予算額 

  (千円) 
主 な 内 容 主 な 実 績 

愛知芸術文化

センターの運

営 

2,090,837

本県の芸術文化の振興及び普及

を図る拠点となる愛知芸術文化

センターの管理運営 

〈愛知県美術館〉 

入館者数:787,894 人(762,648 人) 

展示室利用件数:184 件(155 件) 

〈愛知県芸術劇場〉 

利用者数:611,247 人(605,176 人) 

利用件数:1,355 件(1,285 件) 

〈愛知県文化情報センター〉 

入館者数: 447,719 人(451,846 人)

館外貸出冊数:19,888 冊(20,910 冊) 

ビデオ利用点数: 4,304 点(4,686 点)

〈愛知県図書館〉 

入館者数:602,615 人(607,148 人) 

館外貸出冊数:532,814 冊(520,611 冊)

愛知県陶磁美

術館の運営 
274,689

陶芸文化の振興及び普及を図る

ための陶磁美術館の管理運営 

入館者数：92,045人(112,381人)

県立 2 大学に

おける地域連

携の強化 ― 

教育研究の成果を地域に還元す

るための講演会等の開催 

各種展覧会・演奏会、芸術講座

の開催 

アートマネジ

メント人材の

育成 
500

芸術文化の「創り手」と「受け

手」をつなぐ専門的な人材(アー

トマネージャー)の育成講座の

開催 

学生インターンシップ受講者：

19 人(20 人) 

アートマネージメント実践実習

（一般対象）受講者:9 人(10 人)

アートラボあ

い ち の 運 営

（新規） 

―

「アートラボあいち大津橋」・

「アートラボあいち長者町」に

て、県内の芸術大学（愛知県立

芸術大学・名古屋芸術大学・名

古屋造形大学）との連携による

展覧会を継続して開催。また、

あいちトリエンナーレを始めと

する現代アートに関する情報を

幅広く発信し、大学や地域の皆

様を始めとする多くの県民の

方々の交流の場としていく。 

[アートラボあいち大津橋]来場

者数：3,444 名 

[アートラボあいち長者町]来場

者数：1,699 名 

※平成 27年 8月 7 日オープン 
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■ 学校における芸術教育の充実 

施策の展開 
当初予算額 

  (千円) 
主 な 内 容 主 な 実 績 

児童生徒ふれ

あい文化活動

育成事業 
2,792

高校生の文化・芸術活動の総合

的な発表会である「アートフェ

スタ－愛知県高等学校総合文化

祭－」を開催 

参加校数:延 164 校(143 校) 

出演者数:965 人(1,003 人) 

入場者数:延 6,341 人(6,800 人) 

県立高等学校

へ の 部 活 動

(文化)専門指

導員の配置 

20,966

部活動(文化)の活性化を図るた

めの外部指導者による部活動専

門指導員の配置 

配置数:74 校 83 部(69 校 76 部) 

１部活動当たりの月平均配置

時間数:10.7 時間(11.4 時間) 

教職経験者や

社会経験の豊

かな者等に対

する特別選考 

― 

教員採用選考試験において、音

楽や美術の分野に秀でた技能や

実績を有する者に対する特別選

考の実施 

合格者数:9 人(8 人) 

あいち「授業

づくり人材バ

ンク」の運用

による外部人

材の活用 

（再掲） 

― 

小・中学校の授業づくりに優れ

た外部人材を登録し、市町村で

の児童生徒の学習意欲の向上や

教師の授業力の向上に関する取

組に活用してもらうための人材

バンクの運用 

あいち「授業づくり人材ﾊﾞﾝｸ」〉

運用開始:平成 23 年 5 月 

登録数: 

  「授業名人」34 人(45 人) 

「達人」19 人(29 人)  

企業 14 社(13 社) 

NPO 法人 9法人(9 法人) 

■ 伝統文化を尊重する心の育成 

ふるさと遺産

サポート事業 

（再掲） 

605

住民や子どもたちが郷土の自然

や文化財を未来に守り伝える環

境を整えるための、保存団体に

よる伝統文化出張講座の開催や

天然記念物である「木曽川堤(サ

クラ)」の観察講座の実施 

伝統文化出張講座 

講座数:小 3校(3 校) 

 [実施校]- [実施団体] 

・春日井市立大手小学校-伊多波

刀神社奉納流鏑馬保存会 

・常滑市立三和小学校-矢田萬歳

保存会 

・半田市立成岩小学校-半田市成

岩第四区獅子保存会 

「木曽川堤(サクラ)」の観察講座

・愛知教育大学渡邊幹男教授に

よる講義及び木曽川堤での観察

講座 
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施策の展開 
当初予算額 

  (千円) 
主 な 内 容 主 な 実 績 

あいち山車ま

つり活性化事

業（新規） 

14,698

あいちの文化の特色の一つであ

る山車文化について、県内に所

在する全ての山車まつりの保存

団体及び山車まつりが所在する

市町、県の相互交流・連携を通

じて、

○ 山車まつりの魅力を県内外

へ広く発信するとともに、山

車文化の気運の高揚を図る

○ 山車まつりの保存・継承及

び振興を図る

○ 地域全体の活性化や観光振

興にも寄与する

山車及び山車まつりの現状確認

調査

「あいち山車まつり日本一協議

会」の設立（平成 27 年 12 月 13 日）

・「山車日本一あいち」決起イベ

ントの開催（同日） 

・広報資料作成 

ポスター   2,500 部 

山車図鑑   5,000 部 

カレンダー 10,000 部 

清洲貝殻山貝

塚資料館整備

事業（新規） 

8,036

新資料館の拡充整備に向け、史

跡の保存管理計画及び資料館の

拡充整備基本構想を策定 

<史跡貝殻山貝塚保存管理計画> 

有識者、地元自治体代表者、

県関係者による検討会議を 4

回開催（平成 27 年 5・7・10・

12 月）。平成 28年 3月に保存

管理計画を策定。 

<愛知県清洲貝殻山貝塚資料館

館拡充整備基本構想> 

有識者、地元自治体代表者、

教育関係代表者、県関係者に

よる検討会議を 4 回開催（平

成 27 年 5・7・10・12 月）。

平成28年 3月に拡充整備基本

構想を策定 
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施策の展開 
当初予算額 

  (千円) 
主 な 内 容 主 な 実 績 

朝日遺跡魅力

発信事業 

（新規） 

7,522

朝日遺跡の学術的価値、文化遺

産としての魅力を県内外に広く

発信し、遺跡の保護を図るとと

もに、地域振興に資する事業の

開催 

＜にぎわい創出推進会議＞ 

貝殻山貝塚資料館のにぎわい

を創出するための検討会議を

3 回開催（平成 27 年 7 月・8

月・平成 28 年 2 月） 

＜朝日遺跡ガイドブック＞ 

Ａ5版 16 頁、10,000 部 

＜出土品展の開催＞ 

テーマ：朝日遺跡と木の道具 

期間：平成27年10月17日（土）

～11月 23 日（月） 

入場者数：1,548 人 

＜弥生生活体験講座＞ 

DOKI ドキ弥生体験！ 

日程：平成 27年 10 月 25日 

参加者：体験講座約 1,500 人 

＜保存修理＞ 

斧柄・鋤、容器類、竪櫛、織

機楯等木製品 8 点の保存修理

及び保存箱の作製 

(3)スポーツの振興  

■ 学校体育の充実  

施策の展開 
当初予算額 

  (千円) 
主 な 内 容 主 な 実 績 

学校体育実技

指導 

12,553

体育担当教員及び運動部部活動

指導者の指導力向上のための研

修会の実施や地域のスポーツ指

導者の学校への配置 

研修会等:6 件(6 件) 

〈指導者派遣〉 

武道等指導推進事業: 

13 人(18 人)

運動部活動指導の工夫・改善支

援事業:81 部(87 部) 

県立高等学校

へ の 部 活 動

（運動）専門

指導員の配置 

38,938

部活動(運動)の活性化を図るた

めの外部指導者による部活動専

門指導員の配置 

配置数:107 校 151 部 

(103 校 145 部)

1 部活動当たりの月平均配置時

間数:10.3 時間(11.1 時間) 
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■ スポーツに親しむことができる環境づくり  

施策の展開 
当初予算額 

  (千円) 
主 な 内 容 主 な 実 績 

愛知県版子ど

もの体力向上

運動プログラ

ムの普及 
765

小学校高学年における体つくり

運動の効果的な指導方法の確立 

協力校：４校 

指導者講習会の実施：１回 

 参加者数 117名(160 名) 

小学校高学年向け運動プログラ

ムの改訂、親子による実践 

総合型地域ス

ポーツクラブ

の育成支援 

（再掲） 
1,653

誰もが、いつでも、どこでも、

スポーツに取り組むことができ

る環境を整えるために、地域住

民が主体的に運営する「総合型

地域スポーツクラブ」の創設と

発展を支援 

〈総合型地域スポーツクラブ育

成状況〉 

クラブ数:130(131) 

育成している市町村数:51(52) 

 創設済:50(50) 

 創設準備段階:1(2) 

未育成:3(2) 

体育・野外活

動施設の管理

運営 
602,711

県民のスポーツ活動等の利用に

供するための体育・野外活動施

設の管理運営委託 

愛知県体育館の利用件数: 

172,473 件(182,963 件)

その他の施設:スポーツ会館、武

道館、野外教育センター、岡崎

総合運動場、一宮総合運動場、

口論義運動公園、総合射撃場 

県 立 学 校 ス

ポーツ開放運

営事業 
5,354

公共スポーツ施設が不足してい

る中、学校教育活動に支障のな

い範囲で、県立学校体育施設を

開放し、地域住民の要望に答え

ることで生涯スポーツの推進に

寄与 

〈開放実績〉 

県立学校 177 校中 80 校 44.7% 

(177 校中 79 校 44.6%) 

競技力向上対

策事業 
32,200

国体選手強化のための事業及び

ジュニア層の育成、強化、競技

普及事業等に対する補助 

補助先:公益財団法人愛知県体

育協会 

子どもスポー

ツふれあい事

業の実施

（新規） 
7,520

子どものスポーツや運動に対す

る興味関心を高め、体力向上を

図るため、オリンピック選手な

どのトップアスリートを招へい

し、親子で運動に親しむ講習会

を実施 

県内 4会場 

小学生 414 名、保護者 340 名 
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施策の展開 
当初予算額 

  (千円) 
主 な 内 容 主 な 実 績 

２０２０年東

京オリンピッ

クあいち選手

強化事業の実

施（新規） 

70,679

２０２０年の東京オリンピック

に本県ゆかりの選手を多く輩出

し、県民の一体感や気運の醸成、

本県のスポーツ推進を支える好

循環を創出するため、強化指定

選手を対象に競技力強化事業及

び次世代につなぐスポーツ人材

育成事業を実施 

強化指定選手 204 名を認定 

〈内訳〉 

トップ（大学生・社会人）82名 

ジュニア（小・中・高校生）122 名 

強化指定選手の国内外への遠

征や合宿、競技用具購入等に

対し助成 

ジュニア強化指定選手育成事業： 

3 回実施、延べ 190 名が参加 

次世代につなぐスポーツ人材

育成事業 

・「体育・スポーツ振興に関する

協定」締結の 4 大学との連携

事業：各大学と 1回ずつ実施、

延べ 200 名が参加 

・競技団体との連携事業：3競技

団体と 5 回実施、延べ 492 名

が参加 

■ 国際的・全国的なスポーツ大会の開催 

国民体育大会

への県選手団

の派遣 

58,440

第 70 回国民体育大会、第 71 回

国民体育大会冬季大会への県選

手団の派遣 

〈第 71 回国民体育大会冬季大会〉

派遣人数:108 人(112 人) 

開催地:岩手県 

開催期間: 

[ｽｹｰﾄ･ｱｲｽﾎｯｹｰ競技]58 名 

平成 28 年 1 月 27 日(水)～ 

平成 28 年１月 31(日) 

[スキー競技]50 名 

平成 28 年 2 月 20 日(土)～ 

平成 28 年 2 月 23 日(火) 

成績: 

男女総合成績 14 位 

女子総合成績７位 

〈第 70 回国民体育大会〉 

派遣人数:676 人(684 人) 

開催地:和歌山県 

開催期間: 

平成 27 年９月 26 日(土)～ 

平成 27 年 10 月６日(火) 

成績: 

男女総合成績３位 

女子総合成績４位 
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施策の展開 
当初予算額 

  (千円) 
主 な 内 容 主 な 実 績 

マラソンフェ

ス テ ィ バ ル

ナゴヤ・愛知

の開催・支援 

55,000

マラソンフェスティバル ナゴ

ヤ・愛知実行委員会への参画・

支援 

参加者数: 36,941 人(34,422 人)

開催期間: 

平成 28 年 3 月 11 日(金)～ 

平成 28 年 3 月 13 日(日) 

内容:名古屋ウィメンズマラソ

ン、名古屋ウィメンズホイール

チェアマラソン、名古屋シティ

マラソン、他に関連イベントと

してマラソン EXPO（来場者

125,381 人）を開催 

(4)健康教育の充実 

■ 心身の健康づくり  

施策の展開 
当初予算額 

  (千円) 
主 な 内 容 主 な 実 績 

養護教諭を中

核とした保健

指導の充実 

102

養護教諭の資質向上のための研

修等の実施 

〈養護教諭研究協議会〉 

開催回数:小中 4回(4 回) 

県立 1回(1 回) 

受講者:小中 1,052 人(1,055 人) 

県立  245人( 248人)

〈養護教諭実践力向上研修会〉 

対象:採用 2年目の養護教諭 

受講者:小中 42人(47 人)  

県立 10 人( 9 人) 

〈養護教諭ｽｷﾙｱｯﾌﾟ研修会〉 

対象：採用３年目の養護教諭 

受講者：小中 45 人（34人） 

    県立 8 人（ 3 人） 

〈期限付任用等養護教諭研修会〉

対象:期限付・臨時的任用の新規

採用養護教諭及び 2･3 年目の

養護教諭の希望者 

受講者:小中 55人(42 人) 

県立 25 人(38人) 

名古屋ウィメンズマラソンの参加者は昨年度

を上回り、ギネス記録を更新
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施策の展開 
当初予算額 

  (千円) 
主 な 内 容 主 な 実 績 

フッ化物洗口

の推進 

1,527

永久歯のむし歯予防として有効

なフッ化物洗口が幼稚園、保育

所、小学校等で実施されるよう

支援 

実施施設数： 

1,098施設（1,048施設）

〈永久歯う蝕対策支援研修会〉

対象:養護教諭等 

受講者: 430 人（405 人） 

〈リーフレット作成配布〉 

フッ化物利用啓発リーフレット: 

43,000 部(45,000 部)

6 歳臼歯保護育成リーフレット: 

51,000 部(54,000 部)

生活習慣病対

策の推進 

5,651

生活習慣病対策として、健康を

増進し、発病を予防する一次予

防対策を推進 

圏域健康づくり推進特別事業： 

10 保健所(10 保健所)

生活習慣病対策機能連携推進事業： 

歯周病と糖尿病との医科歯科連

携講演会 

受講者 181 名（135 名）

特定感染症対

策事業 

9,993

エイズ、性感染症等の特定感染

症に関する知識の普及及び相談

体制の充実 

〈ｴｲｽﾞ予防強化週間ﾎﾟｽﾀｰ募集〉

対象:県内の中･高校生 

応募数:646 件(514 件) 

〈感染症予防指導者の育成〉 

参加者:361 人(447 人) 

〈ｴｲｽﾞ相談事業〉 

愛知県ｴｲｽﾞ情報ｾﾝﾀｰ及び相談

窓口の設置 

薬物乱用防止

対策事業 

5,302

麻薬や覚醒剤、危険ドラッグな

どの薬物の乱用防止に関する知

識の普及及び相談体制の充実 

〈ダメ。ゼッタイ。普及運動〉 

期間:平成 27年 6月 20日(土)～

平成 27 年 7 月 19 日(日) 

〈麻薬・覚醒剤乱用防止運動〉 

期間:平成 27年 10月 1日(木)～

平成 27年 11月 30日(月)
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施策の展開 
当初予算額 

  (千円) 
主 な 内 容 主 な 実 績 

学校保健講座 

142

児童生徒の心身の健康問題に対

応するための教員を対象とした

講座の開催 

〈保健管理講座〉 

開催日:平成27年 7月 27日(月)

    参加者数:83 人 

〈メンタルヘルス講座〉 

開催日:平成27年 7月 24日(金)

    参加者数:91 人 

〈健康教育講座〉 

開催日:平成 27年 8 月 3日(月) 

    参加者数:79 人 

子どもたちへ

の手洗いの習

慣付け 
― 

幼稚園児及び保育園児を対象と

した食事前の手洗いの励行と正

しい方法の習得の普及啓発 

「あわあわゴッシーの歌」の

ホームページやリーフレットで

の普及啓発 

あいち健康の

森健康科学総

合センターの

運営 
912,859

県民の健康の増進を図るための

健康科学総合センターの管理運

営 

利用者:465,286 人(467,394 人) 

健康づくりリーダーバンク登録

研修:1 回[8 日間 40 単位] 

(5)食育の推進 

■ 食に関する指導の充実 

施策の展開 
当初予算額 

  (千円) 
主 な 内 容 主 な 実 績 

栄養教諭の配

置拡大 

〈小学校費〉 

職員給与 

178,495,859

〈中学校費〉 

職員給与 

97,412,975

〈特別支援学校費〉

職員給与 

28,346,443 

の一部 

食に関する指導を充実し、児童

生徒に望ましい食習慣を身に付

けさせるための栄養教諭の配置

拡大 

栄養教諭の配置: 

小 186 人(139 人) 

中 51 人(48 人) 

特 20 人(13 人) 
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施策の展開 
当初予算額 

  (千円) 
主 な 内 容 主 な 実 績 

学校における

組織的・体系

的な食育の推

進 
10,000

関係機関・団体との連携におけ

る食育のモデル実践プログラム

を構築 

スーパー食育スクール指定校に

おいて、食育の多角的効果を科

学的データに基づいて検証 

食に関する指導の全体計画を作

成した小・中学校：98.0 ％

（96.6％） 

学校食育推進

のための研修

事業 

183

学校食育を推進する指導者の資

質向上を図るための研修の実施 

〈参加者数〉 

学校食育推進者養成講座: 

473 人(425 人)

体験活動によ

る食育 ― 

地域の生産者や食育推進ボラン

ティア等と連携した体験活動の

実施 

活動例:農作業体験、餅つき体

験、和菓子作り体験、稚魚の放

流体験 等 

小学生の農林

漁業体験学習

の推進 

3,774

農林漁業者等による体験活動実

施等への助成 

助成団体：2団体 4市町 

愛知を食べる

学校給食の日 

― 

小・中学校、特別支援学校、定

時制高校の学校給食に地元の産

物や県内の産物を活用する｢愛

知を食べる学校給食の日｣の実

施 

実施回数:年 3回(年 3回) 

学校給食での地場産物の活用

率:40.5%(40.7%) 

残食率: 小 5.1%(5.5%) 

中 3.4%(4.2％) 

■ 規則正しい食生活の啓発 

規則正しい食

生活や生活リ

ズムの重要性

の啓発 148

食育劇を上演する学校へのシナ

リオの提供や道具の貸与、食育

の推進活動を自主的に行うボラ

ンティアの登録・支援 

食育劇:食まるファイブ－メタ

ボ軍をやっつけろ－ 

上演校数: 小 30 校(18 校) 

特 2 校(3 校) 

      保 0園(1 園) 

愛知県食育推進ボランティア登

録者数:1,050 人(1,041 人) 

親子で考える

朝ごはんキャ

ンペーンの実

施 
― 

子どもたちが朝ごはんの大切さ

を考えたり、実際に調理する機

会としてのコンテストの開催及

び入賞献立や名古屋グランパス

の選手の朝ごはんを紹介する

リーフレットの作成 

コンテスト:あいちの味覚たっ

ぷり！我が家の愛で
・ ・

あ
・

朝ごはん

コンテスト 

応募数:8,721 点(9,543 点) 

応募校数：304校（263 校） 

朝食に野菜を食べる割合: 

 小学校 5年生 64.1%(64.0%) 

  中学校 2年生 51.7%(53.6%) 
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施策の展開 
当初予算額 

  (千円) 
主 な 内 容 主 な 実 績 

「早寝・早起

き・朝ごはん」

の啓発 
― 

新たに小学校に入学する児童の

保護者への「早寝・早起き・朝

ごはん」のリーフレット配布及

び栄養教諭等による説明の実施 

リーフレットの Web 配信 

(6)家庭教育の充実と子育て支援 

■ 家庭教育や子育てについて学ぶ機会の充実 

施策の展開 
当初予算額 

  (千円) 
主 な 内 容 主 な 実 績 

家庭教育企画

委員会の開催 153

家庭教育事業全体の総合的な推

進を図るための関係者による情

報交換や意見交換の実施 

〈家庭教育企画委員会〉 

委員数:10 人(10 人) 

開催回数:年 3回(3 回) 

子育てネット

ワーカーの養

成(再掲) 
662

地域で家庭教育や子育てを支援

する子育てネットワーカーを養

成するための講座の開催・家庭

教育研修会への派遣 

会場:県内 2か所(2 か所) 

養成講座修了者:46 人 

※家庭教育研修会講師登録者

総数:49 人 

家庭教育研修会:50 回 

職場内家庭教

育講座の開設 113

職場において家庭教育講座など

を開設する企業の支援 

講師派遣:8 回(8 回) 

参加者数:476 人(406 人) 

PR 用ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ:2,500 部(2,500 部) 

子 育 て 支 援

ポータルサイ

トによる子育

て支援情報の

発信 

12

子育て支援ポータルサイト｢あ

いち はぐみんネット｣での子育

て支援情報の提供 

子育て支援情報の例:県が実施

する子育て支援の取組に関する

情報、県内の NPO・子育てサーク

ル・ボランティア等が実施する

取組に関する情報 等 

父親育児参加

の推進 

― 

妊娠・出産・育児において父親

に望まれるサポートについての

知識などを県内の新生児の父親

に周知するためのスマートフォ

ン用アプリの無料配信等 

スマートフォンアプリ「子育て

ハンドブック～お父さんダイス

キ～」の配信 

あいちっこイ

キイキ子育て

支援地域交流

会の開催 

（再掲） 

1,112

家庭や地域の教育力の向上を図

るための子育て支援を考える地

域交流会の開催 

開催地:6地区(6 地区) 

[東郷町、蟹江町、常滑市、西

尾市、豊川市、東栄町] 

参加者数:2,090 人(2,329 人) 
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施策の展開 
当初予算額 

  (千円) 
主 な 内 容 主 な 実 績 

スクールカウ

ンセラー設置

事業（再掲） 

662,487

問題行動の解決及び未然防止を

図るためのスクールカウンセ

ラーの学校への配置及び緊急事

案への対応や経験の浅いスクー

ルカウンセラーへの指導助言を

行うためのスーパーバイザーの

配置 

〈ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ配置数〉 

小:拠点校 196校(189 校) 

中:306 校(307 校)[全校配置] 

高:拠点校 53 校(30 校) 

〈スーパーバイザー〉 

 小・中担当:3 名(3 名) 

 高担当:2 名(2 名) 

■ 子育て支援の促進  

子育て応援の

日(はぐみん

デー)普及啓

発事業 

938

社会全体で子育てを応援する機

運の醸成を図るための「子育て

応援の日(はぐみんデー)」の県

民への周知 

子育て応援の日 (はぐみん

デー):毎月 19日 

〈「子育て応援の日(はぐみんデー)」

普及推進強化月間啓発イベント〉

開催日:平成27年 11月 1日(日)

開催場所:金山総合駅連絡橋イ

ベント広場 

参加者数:200 人(80 人) 

〈育 19 キャンペーンの実施〉 

開催日:平成27年11月19日(木)

〈はぐみんキャラバン隊の派遣〉

派遣回数:297 回(356 回) 

教育・保育の

量の拡充のた

めの支援 

（新規） 11,446,385

市町村が実施する施設型教育・

保育給付及び地域型保育事業

（家庭的保育事業、小規模保育

事業、事業所内保育事業及び居

宅訪問型保育事業）を行った場

合に要する経費の一部を負担ま

たは補助 

施設型教育・保育給付費：47 市

町村  

1 号認定子ども：44,490 人 

2、3号認定子ども：776,200 人 

地域型保育給付費負担金： 

30 市町 16,647 人 

多 様 な 保 育

ニーズに対応

した保育サー

ビ ス の 充 実

（新規） 
697,023

働き方に応じた保育ニーズに応

えるため市町村が実施する延長

保育や病児保育等の充実のため

の取組などを支援 

延長保育事業費：34 市町 

標準時間：192 施設、短時間：427

施設（30市町 133 施設） 

病児保育事業費：29 市町 55 施設

（22市町 28 施設） 

低年齢児途中入所円滑化事業費：

16市町 55施設（16市町 52施設）

１歳児保育実施費：43市町4,512

人（43 市町 5,374 人） 
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施策の展開 
当初予算額 

  (千円) 
主 な 内 容 主 な 実 績 

愛知県ファミ

リー・フレン

ドリー企業の

普及 

1,447

仕事と生活の調和の取れた働き

方ができる職場環境づくりに積

極的に取り組んでいる企業の普

及拡大 

愛知県ファミリー･フレンドリー企業

登録数：56 社増加（58社増加）

ワーク･ライフ･バランス普及コ

ンサルタント派遣:17 回 

放課後子ども

教室推進事業 

（再掲） 
268,957

放課後や週末等に余裕教室等を

活用して子どもの安全・安心な

活動場所を確保し、地域の様々

な方の参画を得て、学習や多様

な体験・交流活動の機会を提供

する市町村の活動への支援 

放課後子ども教室等設置数: 

放課後子ども教室 

30 市町 251 教室

(30 市町 238 教室)

土曜日等の教育支援 

7 市 74 講座

■ 児童虐待の防止  

児童虐待対策

事業 

29,660

児童虐待に対応するための児童

(・障害者)相談センターを中心

とした体制整備及び地域におけ

るネットワークの構築、啓発事

業及び里親支援事業の実施 

要保護児童対策協議会:1 回(1 回) 

関係機関連絡調整会議: 

10 児相で開催

専門家の配置：児童虐待対応弁

護士、被虐待児家庭復帰支援員、

児童虐待対応法医学専門医師、

児童虐待対応精神科医師、一時

保護所心理職員 

児童相談セン

ター職員の派

遣、研修会等

の実施による

児童虐待予防

（新規） 

10,063

市町村要保護児童対策地域協議

会の体制強化のため児童相談セ

ンターが選定した市町村へ職員

を派遣及び実践報告書を作成、

市町村養育支援訪問事業の強化

のための研修会を実施、中学生

向けの虐待予防教育プログラム

を作成 

市町村要保護児童対策地域協議

会強化事業：職員派遣 5 市、実

践報告書作成 250 部 

市町村養育支援訪問強化事業：

12 保健所 

中学生向け虐待予防プログラム

作成：生徒用教材 60,000 部、指

導用手引書 3,000 部 

(7)環境教育・環境学習の推進 

■ 学校での環境教育の充実 

施策の展開 
当初予算額 

  (千円) 
主 な 内 容 主 な 実 績 

環境学習副読

本の活用 
4,563

小学校高学年を対象とした環境

学習副読本｢わたしたちと環境｣

の作成・配付及び環境学習副読

本の内容の見直し 

作成部数:3 月配付 56,000 部、

(5 月配付 56,000 部 

3 月配付 54,000 部) 

配付対象:小学校 4年生 
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施策の展開 
当初予算額 

  (千円) 
主 な 内 容 主 な 実 績 

ストップ温暖

化教室 

846

地球温暖化防止の大切さを学ば

せ、エコライフを実践できる子

どもの育成を目的とした「ス

トップ温暖化教室」の開催 

〈小学校高学年向け教室〉 

参加者:38 校 2,113 人 

(38 校 2,403 人)

〈小学校中学年向け教室〉 

参加者:44 校 2,918 人 

(53 校 3,487 人)

総合学科、普

通科コース制

の設置等 

（再掲） 

― 

生徒のさまざまな興味・関心に

応じた多様な学科、コース等を

県立学校に設置 

総合学科：9校(9 校) 

普通科コース制：23 校 25 コース

(23 校 25 コース)

平成 27 年度から海翔高校環境

コースを環境防災コースへ改編 

緑のカーテン

の普及 

4,337

「あいち緑のカーテンコンテス

ト」の実施による緑のカーテン

の普及 

〈応募件数〉 

住宅部門:36 件(19 件) 

幼稚園・保育園部門:12件(10件)

学校部門:50 件(53 件) 

事業所部門:41件(34 件) 

野生生物保護

実績発表大会 
177

野生生物保護活動の促進と保護

思想の普及啓発のため、野生生

物保護活動実践校等による野生

生物保護発表大会の開催 

開催日：平成 27年 8月 6日（木）

参加数：7校 106 人（9校 130 人）

エネルギー教

育推進事業費 3,192

エネルギーについての理解を深

め、自ら考え、判断する力を身

に付けるための実践研究 

推進地区: 

幸田町[小 6校、中 3校] 

実践校:高等学校 6校 

■ 地域における環境学習の推進  

体験型環境学

習 講 座 の 実

施・あいち環

境学習プラザ

の活用 13,967

体験型学習施設である「あいち

環境学習プラザ」や「もりの学

舎(まなびや)」での環境学習講

座の実施 

体験型環境学習講座実施回数: 

40 回 (35 回)

もりの学舎来館者数: 

[年間]54,655 人 (48,765 人) 

[累計]440,536 人 (385,881 人) 

ｲﾝﾀｰﾌﾟﾘﾀｰと歩くもりのﾂｱｰ参加 

 者:5,127 人 (5,276 人) 

あそび工房参加者： 

3,378 人 (2,476 人) 

あいち海上の

森保全活用事

業 
18,283

あいち海上の森センターにおけ

る森林や里山、自然環境等に関

する体験学習や里山保全等にか

かわる人材育成等の推進 

各種体験学習参加者:781 人(647 人) 

あいち海上の森大学修了者:18 人(22 人) 

人と自然の共生国際ﾌｫｰﾗﾑ参加 

者:780 人(600 人) 
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施策の展開 
当初予算額 

  (千円) 
主 な 内 容 主 な 実 績 

環境学習ネッ

トワークの構

築・インター

ネットを利用

した環境学習

の機会の提供 

52

県内の環境学習施設や市町村な

どの環境学習に携わっている団

体の間のネットワーク化を推進

するための愛知県環境学習施設

等連絡協議会の開催 

開催日：平成27 年 6月 11日(木)

出席団体:71 施設 

開催日:平成 27年 9 月 3日(木) 

出席団体:49 施設 

生物多様性セ

ミナーの開催 

1,735

地域で活動する NPO 等と連携し

た、親子で自然とふれあい、楽

しみながら生物多様性の大切さ

などを学ぶセミナーの開催 

開催回数:4 回(6 回) 

参加者数:延 149 人(235 人) 

環境学習コー

ディネーター

の活用 

1,029

環境学習を受けたい方と提供で

きる方の橋渡しをし、学習内容

等を調整するコーディネーター

の設置 

相談業務： 14件(16 件) 

コーディネート業務：21件 

 (21 件) 

学生向けの環

境面における

「人づくり」

プログラム 

「かがやけ☆

あいちサス

ティナ研究

所」の推進 

（新規） 

2,000

学生が研究員となり、パート

ナー企業から提示された環境課

題に対して、企業の現場での調

査や企業の担当者とのディス

カッションを通して、解決策を

提案し、成果を広くＰＲ 

参加者：県内 13 大学から 20 名

の学生 

パートナー企業：5社 

実施時期：5月から 12月まで 
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魅力ある教育環境づくり 

(1)幼児児童生徒の安全・安心の確保  

■ 地域ぐるみによる安全・安心の確保  

施策の展開 
当初予算額 

  (千円) 
主 な 内 容 主 な 実 績 

学校安全緊急

情報共有化広

域ネットワー

クの充実 

― 

行政機関や学校、地域の団体な

どによる学校の安全を守る緊急

情報共有化のネットワークシス

テムの充実 

ネットワーク活用訓練の実施:5 月

緊急情報の件数: 

 998 件(1,240 件)

児童生徒見守

りネットワー

クの運用 
― 

愛知県及び愛知県警察と連携

し、ﾀｸｼｰ会社やｶﾞｿﾘﾝｽﾀﾝﾄﾞ等の

民間事業者とともに構築した

「児童生徒見守りﾈｯﾄﾜｰｸ」の運

用 

参加事業所数:18 団体(18団体) 

実践的安全教

育総合支援事

業（新規） 
2,458

通学路の安全を確保する体制の

充実、交通安全の意識や技能を

高めるための教育手法の開発等 

実施市町村：2市［豊橋市、常滑

市］ 

「パトネット

あいち」によ

る不審者情報

の提供 
― 

子どもや女性に対する声かけや

つきまとい事案などの不審者情

報を、希望する住民の携帯電話

にメールで配信する「パトネッ

トあいち」の運用 

登録者数:約 101,000 人（約

96,000 人） 

学校安全ボラ

ンティア(ス

ク ー ル ガ ー

ド)の配置 

― 

各小学校で活動する学校安全ボ

ランティア(スクールガード)の

核となる「スクールガード活動

推進員」の指定 

スクールガード活動推進員指定

人数:938 人(860 人） 

安全なまちづ

くりの推進 

71,309

住民の防犯意識の高揚と自主防

犯活動の活発化を図るための、

自主防犯団体設立や運営の支援

等 

四季の県民運動の実施、県民大

会の開催 

防犯ボランティア養成アカデ

ミーの開催：参加 656 人(718 人)

地域の特性に応じた効果的な防

犯活動を企画・実践する自主防

犯団体への支援：19 団体（新規）
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施策の展開 
当初予算額 

  (千円) 
主 な 内 容 主 な 実 績 

放課後子ども

教室推進事業 

（再掲） 

268,957

放課後や週末等に余裕教室等を

活用して子どもの安全・安心な

活動場所を確保し、地域の様々

な方の参画を得て、学習や多様

な体験・交流活動の機会を提供

する市町村の活動への支援 

放課後子ども教室等設置数: 

放課後子ども教室 

30 市町 251 教室

(30 市町 238 教室)

土曜日等の教育支援 

7 市 74 講座

放課後児童健

全育成事業 

2,261,196

保護者が就労等により昼間家庭

にいない、主に小学校低学年の

児童の放課後や長期休暇時の適

切な遊び及び生活の場を確保す

るための放課後児童クラブの運

営及び設置に要する経費の補助 

放課後児童クラブ設置数: 

 54 市町村 1,137 クラブ 

(54 市町村 1,080 クラブ)

■ 学校における児童生徒の安全確保 

学校における

防災計画の再

点検等 ― 

実効性の高い防災教育や避難訓

練の充実を図るため、各小・中・

高等学校・特別支援学校へのマ

ニュアル等の見直しの働きかけ 

マニュアルの見直し実施率: 

90.5%(91.8%)

県立学校施設

の整備等 

9,790,905

災害時における児童生徒の安全

確保を図るための県立学校建物

の耐震改修工事及び体育館吊り

天井の落下防止対策工事 

耐震 B ﾗﾝｸ建物の耐震改修工事: 

77 棟(96 棟)

建物の耐震化率:96.0%(91.9%) 

体育館吊り天井の落下防止対策工事：

29 棟（2棟）

体育館吊り天井の対策済率： 

50.8％（4.8%）

小・中学校施

設の耐震化の

推進 
― 

小・中学校施設の耐震化が推進

されるよう国や市町村に働きか

け 

小・中学校の耐震化率: 

99.8%(99.8%)

学校における

受動喫煙防止

対策の推進 ― 

健康増進法に基づく、学校敷地

内を全面禁煙とするなどの受動

喫煙防止対策の実施 

〈敷地内全面禁煙実施率〉 

県立学校:100%[H16.4～] 

市町村立学校:84.8%(83.8%) 
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(2)教職員の確保・適正配置と資質の向上 

■ 教職員の適正配置 

施策の展開 
当初予算額 

  (千円) 
主 な 内 容 主 な 実 績 

少人数教育対

応教員の配置 

（再掲） 

〈小学校費〉 

職員給与 

178,495,859

報酬 

2,342,405

〈中学校費〉 

職員給与 

97,412,975

報酬 

1,904,162

の一部

きめ細かな指導を実施するため

の、小学校第１学年、第２学年

及び中学校第１学年での少人数

学級(35 人編制)の継続実施及び

少人数指導教員の継続配置 

少人数学級実施校: 

     50市町村625校702学級増

(50 市町村 642校 731 学級)

少人数指導教員配置数: 

 小:専任教員 653 人(653 人) 

   非常勤講師 193 人(199 人) 

 中:専任教員 708 人(707 人) 

   非常勤講師 240 人(250 人) 

日本語教育適

応学級担当教

員の配置 

（再掲） 

〈小学校費〉 

職員給与 

178,495,859

〈中学校費〉 

職員給与 

97,412,975

の一部

日本語教育が必要な帰国・外国

人児童生徒に対する教育の充実

を図るための日本語教育適応学

級担当教員の配置 

配置数：小 284 人(245 人) 

中 131 人(117 人) 

学級数：小 189 学級(164 学級) 

中 67 学級(69 学級) 

通級指導教室

担当教員の配

置(再掲) 

〈小学校費〉 

職員給与 

178,495,859

〈中学校費〉 

職員給与 

97,412,975

の一部

小・中学校の通常の学級に在籍

する発達障害を含む障害のある

児童生徒に対する指導を行うた

めの通級指導教室担当教員の配

置 

配置人数：小 237 人(227 人) 

中 19 人(17 人) 

障害種別特別

支援学級の設

置（再掲） 

〈小学校費〉 

職員給与 

178,495,859

〈中学校費〉 

職員給与 

97,412,975

の一部

一人一人の実態に応じたきめ細

かな指導を行うための、児童生

徒の障害の種別に応じた特別支

援学級の設置 

〈設置学級数〉 

総数:小 1,953 学級(1,778 学級) 

   中 802 学級(782 学級) 
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施策の展開 
当初予算額 

  (千円) 
主 な 内 容 主 な 実 績 

学校現場の負

担軽減のため

の取組 

― 

教員が子どもと向き合う時間を

確保するための、学校現場の負

担軽減に関する働きかけ 

見直し内容:会議、調査・報告、

研修及び研究指定校の精選 

県立学校にお

ける校務の情

報化 

228,840

教員用パソコンの継続配備、学

校の要望を踏まえた校務支援シ

ステムの改修 

教員用パソコン配備台数： 

11,618 台(11,523 台)

■ 優れた人材の確保 

教職経験者や

社会経験の豊

かな者等に対

する特別選考

の実施 

― 

教員としてふさわしい資質能力

を備えた優れた人材を採用する

ための教員採用選考試験説明会

の開催及び各種特別選考の実施 

教員採用選考試験説明会実施会場 

県内 3 か所(3 か所)[江南市、刈

谷市、蒲郡市] 

県外 5 か所(5 か所)[神奈川県、

大阪府、静岡県、広島県、福井

県] 

〈特別選考等の合格者数〉 

・外国語堪能者選考:8人(3 人) 

・社会人特別選考:8 人(3人) 

・現職教諭特別選考:60 人(41人) 

・元教諭・講師経験者特別選考:163 人(119 人) 

・英語有資格者特別選考:17 人(26 人) 

・芸術(音楽・美術)・スポーツ特別選考:9人(8 人) 

・大学院進学による採用辞退者に対する特別選考:14 人(19 人) 

・昨年度の補欠者に対する特別選考:58 人(51 人) 

・障害者大学推薦特別選考:1人(0 人) 

・介護理由退職者特別選考:2人(1 人) 

・大学推薦特別選考:20 人(11人) 

・教職大学院修了見込者特別選考: 4 人(10 人) 

・特別支援教育に関する特別選考：51人（56 人） 

学校組織の活

性化 
― 

学校が保護者や地域住民の信頼

を得ながら自主的・自律的に教

育活動が行えるよう学校の組織

運営を活性化する取組を実施 

主幹教諭の配置: 

小中学校:50 人(50 人)

愛知県教育委員会教職員表彰: 

104 人(104 人)

県立学校教員

人事異動公募

制度 ― 

多様なカリキュラムに対応する

ための人材確保と学校の活性化

を目的とした、総合学科、総合

選択制及び専門学科設置校での

教員公募制の実施 

公募実施校数:16 校(12 校) 

応募状況:9 人 8 校(9 人 7 校) 
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施策の展開 
当初予算額 

  (千円) 
主 な 内 容 主 な 実 績 

教職員のメン

タルヘルス対

策 

1,040

教職員のメンタルヘルス確保の

ための事業の実施 

〈ストレスマネジメント研修会〉 

対象者：一般教職員 194 人 

(188 人) 

開催回数：3回（3回） 

〈所属研修サポート事業〉 

派遣校数：6校(7 校) 

〈メンタルヘルス相談〉 

面談相談:29 件(17 件) 

電話相談:10 件(8 件) 

〈メンタルヘルス巡回相談〉 

巡回回数：32回(32 回) 

〈管理職ﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽ対策推進研修会〉

対象者:校長等 175 人（173 人） 

開催回数:1 回（１回） 

〈管理職研修「メンタルヘルス基礎講座」〉

対象者：新任の教頭等 110 人 

(103 人)

開催回数 2回(2 回) 

■ 教職員研修の充実  

連携協定を締

結している大

学との協議会

の開催

141

「愛知県総合教育センター・大

学連携協議会」を設置し、相互

の研究と教育の充実・発展を図

るための協議を実施

回数:2 回 

開催日：平成 27年 7月 10日(金)

平成 28年 1月 28 日(木)

教職員研修の

充実 

5,290

教員の指導力向上と子どもと向

き合う時間を確保するための研

修事業の見直し 

〈eラーニング研修の実施〉 

eラーニング研修講座数：35 講座 

受講者:4,959 人(4,093 人) 

(3)開かれた学校づくり 

■ 地域に根ざした学校づくり 

施策の展開 
当初予算額 

  (千円) 
主 な 内 容 主 な 実 績 

道徳教育推進

事業（明日を

拓く人材育成

事業）（再掲）
3,522

道徳教育資料「明日を拓く－人

間としての在り方生き方を求め

て－」を活用した道徳教育の取

組や様々な体験活動、社会貢献

活動を行い、児童生徒の道徳性

の向上を図る。 

実践指定校として、県立高等学

校 8 校、県立特別支援学校 2 校

を指定し、道徳教育の実践や体

験活動、地域貢献活動を行った。
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施策の展開 
当初予算額 

  (千円) 
主 な 内 容 主 な 実 績 

学校連携仲間

づくり推進事

業（新規） 

（再掲） 
1,205

地域の仲間や異世代の人たちと

連携・協働による豊かな心の育

成と、特色ある学校づくりに取

り組んでいけるよう、創意工夫

ある取組の実践を委託 

推進校:小 3校、中 3校 

実践例:地域での老人会との交

流、祭りや地域防災訓練への参

加、福祉施設訪問、美化活動、

挨拶運動等 

学校支援地域

本部事業 

（再掲） 
2,100

住民等が学習成果を生かしなが

ら学校を支援する活動を通じ

て、学校、家庭、地域が一体と

なって子育てを行う体制づくり

を行う市町村を支援 

実施市町村:5市町(4 市町) 

[北名古屋市、津島市、大治町、

刈谷市、田原市] 

■ 学校評価制度の活用  

小・中学校に

おける学校評

価の実施 
― 

学校評価ガイドラインに基づく

自己評価や学校関係者評価並び

に必要な場合の第三者評価の実

施 

自己評価実施率:小 100% 中 100%

学校関係者評価実施率: 

小 97%（96%）中 96%（97%）

第三者評価実施率:小 2% 中 2% 

※実績は平成 26 年度(23年度) 

県立学校にお

ける学校評議

員 制 度 の 拡

充・定着の支

援 

2,600

開かれた学校づくり及び信頼さ

れる学校づくりを進めるための

学校評議員の設置及び学校評議

員による学校評価の積極的な取

り入れの促進 

学校評議員設置状況: 

               高 149校 691 人

              特 28 校 129 人 

(4)県立の大学の振興  

■ 大学の研究力の強化 

施策の展開 
当初予算額 

  (千円) 
主 な 内 容 主 な 実 績 

質 の 高 い 教

育・研究の推

進 

― 

質の高い教育・研究を推進する

ためのカリキュラム改正、教育

内容・方法の充実・改善、研究

体制の整備等 

〈県立大学〉 

グローバル人材育成推進事業の 

継続実施、充実した教養教育、 

少人数教育の実践

〈県立大学・県立芸術大学〉

研究所施設の新設
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施策の展開 
当初予算額 

  (千円) 
主 な 内 容 主 な 実 績 

自主・自律的

な大学運営の

実現 ― 

自主・自律的な大学運営を実現

するための取組の実施 

年度重点方針に基づく各部門重

点施策の策定と運営、年度方針

に重点を置いた予算編成の実

施、法人固有職員の登用促進

■ 地域に開かれた大学づくり  

県立大学にお

ける地域連携

の強化 

― 

教育研究の成果の地域への還元

及び小中高等学校への学習支

援、県民への生涯学習の推進等 

学術講演会の開催： 2回（2回）、

参加者数:255 人（1,231 人） 

公開講座の開催： 56 回（56 回）、

参加者数:2,856 人（4,022 人） 

（看護師・高校生向け等も含む）

公開授業の開催：1 回（1 回）、

参加者数:87 人（165 人） 等 

あいち地域づくり連携大学への

協力:講師派遣 2 名(3 名)・授業

と連携して学生派遣 

県立芸術大学

における地域

連携の強化 

― 

教育研究の成果の地域への還元

及び小中高等学校への学習支

援、県民への生涯学習の推進等 

学内演奏会の開催:17回（17 回）、

芸術講座の開催:25 回（24 回）、

1,989 人（1,626 人） 

芸術資料館展覧会の開催：10 回

（15回） 

法隆寺金堂壁画模写館展覧会の

開催：6回（6回） 等 

「大学と県教

育委員会との

連 携 推 進 会

議」の開催 

（再掲） 

― 

県内全ての 4 年制大学や私立高

校関係者、県教育委員会が相互

の連携に向けた意見交換を行う

会議の開催 

開催:年 1回(1 回) 

「あいちの学

校 連 携 ネ ッ

ト」の運用 

（再掲） 
185

大学が行う高校生向けの講座情

報など、県内全ての 49大学と高

等学校・特別支援学校・市町村

教育委員会とをつなげる情報の

掲載 

開設:平成 24年 3 月 

アクセス数:31,519件(31,967件)
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(5)私立学校の振興 

■ 私立学校及び私立学校に通う生徒の保護者に対する助成 

施策の展開 
当初予算額 

  (千円) 
主 な 内 容 主 な 実 績 

私立学校及び

私立学校に通

学する生徒の

保護者に対す

る助成 

63,804,075

私立学校設置者が教育を行うた

めに要する経常的経費及び施設

設備の整備に要する経費に対す

る補助及び私立学校に通学する

生徒の保護者への授業料や入学

納付金の一部軽減のための補助 

各種補助金の交付 

■ 公私の連携 

公私立高等学

校設置者会議

における公私

間の協議 
― 

高校生徒募集計画や中学３年生

の進路実現に向けた今後の課題

や取組に関する公私関係者間の

協議の実施 

公私立高等学校設置者会議: 

平成 27 年 6 月 26 日(金)、10 月

9 日(金) 

公私連絡会:平成 27年７月 13日

(月)、10 月 2日(金) 

実務者会議:7月～9月、12 月 

(6)教育環境の整備

■ 学校施設・設備の整備  

施策の展開 
当初予算額 

  (千円) 
主 な 内 容 主 な 実 績 

愛知総合工科

高等学校の設

置（再掲） 

12,535,216 

本県の工業教育の中核となる高

等学校の設置準備 

開校:平成 28年 4 月 

建設地:名古屋市千種区[元県立

東山工業高等学校] 

建設工事（Ⅱ期）、体育館等改

修工事、環境整備工事等、初度

備品整備 

運営委員会開催：2回（専門委員

会開催：2回） 

作業部会開催：10回（4回） 

実習先開拓のための企業訪問 

産業教育設備

の整備（再掲） 69,955

県立高等学校専門学科における

産業教育のための実験実習用設

備の整備 

新規整備:26 校(22 校) 

設備更新等:32 校(24 校) 

県立学校施設

の整備等 

（再掲） 

9,790,905

災害時における児童生徒の安全

確保を図るための県立学校建物

の耐震改修工事及び体育館吊り

天井の落下防止対策工事 

耐震 B ﾗﾝｸ建物の耐震改修工事: 

77 棟(96 棟)

建物の耐震化率:96.0%(91.9%) 

体育館吊り天井の落下防止対策工事：

29 棟（2棟）

体育館吊り天井の対策済率：

50.8％（4.8%）
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施策の展開 
当初予算額 

  (千円) 
主 な 内 容 主 な 実 績 

小・中学校施

設の耐震化の

推進（再掲） 
― 

小・中学校施設の耐震化が推進

されるよう国や市町村に働きか

け 

小・中学校の耐震化率: 

99.8%(99.8%)

県立学校の冷

房設備整備の

検討 
― 

県立学校の普通教室への冷房設

備の整備に関する導入方法等を

引き続き検討 

他府県の状況を確認しながら検

討を実施 

知的障害特別

支援学校の過

大化の解消と

整備構想の検

討（再掲） 

157,578

県立知的障害特別支援学校の過

大化に伴う問題の整理、今後の

方向性の検討 

知多地区の新設特別支援学校実

施設計等 

尾張北東地区の新設特別支援学

校基本設計等 

教室環境緊急整備 5校 

■ 就学援助 

高等学校等奨

学金貸付金の

貸与 
1,045,296

経済的に修学が困難な生徒が安

心して学べるよう、学力要件の

ない無利息の奨学金の貸与 

貸与人数: 

国公立学校 922 人(1,012 人) 

私立学校 2,212 人(2,291 人) 

公立高等学校

等奨学給付金

の支給 
742,222

全ての意志ある生徒が安心して

教育を受けられるよう低所得世

帯の生徒に対し、授業料以外の

教育費負担を軽減するための給

付金の支給

支給人数：国公立学校 8,465 人 

特別支援学校

就学奨励費の

支給 
685,025

特別支援学校に在籍する幼児・

児童・生徒の保護者を対象とし

た就学に要する経費の一部補助 

支給対象経費:学校給食費、交通

費、学用品購入費等 

支給対象者:6,555 人(6,433 人) 

■ へき地教育の振興 

へき地教育振

興費補助金 

1,004

へき地における小・中学校の教

育活動の充実を図るための市町

村の事業への補助 

「へき地 学びの絆づくり」事

業費補助金:6市町村(7市町村) 

過疎地域スクールバス運営費補

助金:3 市町村(2 市町) 
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■ 校務の情報化

施策の展開 
当初予算額 

  (千円) 
主 な 内 容 主 な 実 績 

県立学校にお

ける校務の情

報化 
228,840

教員用パソコンの継続配備、学

校の要望を踏まえた校務支援シ

ステムの改修 

教員用パソコン配備台数： 

11,618 台(11,523 台)

(7)教育行政の推進 

■ 教育委員会の充実  

施策の展開 
当初予算額 

  (千円) 
主 な 内 容 主 な 実 績 

教育委員会の

充実 

― 

保護者や地域住民の期待に応え

る質の高い教育を実現し、合議

制機関としての機能をさらに充

実するための取組の実施 

教育委員会会議での審議等件数: 

議案数 41件(38 件) 

協議題数 31 件(23 件) 

報告数 47件(48 件) 

教育委員協議会での協議件数:

協議題 17件(10 件) 

■ 広報広聴活動の充実

保護者向け広

報紙「パレッ

ト」の発行 1,746

公立の小・中・高等学校及び特

別支援学校の保護者に教育施策

等を紹介する「パレット～あい

ち発教育通信～」の発行 

発行回数:年 1回[6 月] 

発行部数: 632,100 部 

インターネッ

ト広聴「ご意

見箱」の設置 
― 

県民の意見・苦言や苦情・要望、

質問・照会等をメールで受け付

ける「ご意見箱」の設置 

利用状況: 270 件 

■ 市町村教育委員会との連携と支援 

県から市町村

への権限移譲

の推進 ― 

希望する市町村への市町村立専

修学校、各種学校に係る高等学

校等就学支援金に関する事務の

権限移譲 

移譲先:豊橋市、岩倉市 

指導主事の派

遣 
709,943

希望する市町村への指導主事の

派遣 

市町村派遣指導主事: 

50 市町村 87人(50 市町村 87人)



157 

■ 大学や NPO、産業労働団体等との連携強化

施策の展開 
当初予算額 

  (千円) 
主 な 内 容 主 な 実 績 

「大学と県教

育委員会との

連 携 推 進 会

議」の開催 

（再掲） 

― 

県内全ての 4 年制大学や私立高

校関係者、県教育委員会が相互

の連携に向けた意見交換を行う

会議の開催 

開催:年 1回(1 回) 

「あいちの学

校 連 携 ネ ッ

ト」の運用 

（再掲） 
185

大学が行う高校生向けの講座情

報など、県内全ての 49大学と高

等学校・特別支援学校・市町村

教育委員会とをつなげる情報の

掲載 

開設:平成 24年 3 月 

アクセス数:31,519件(31,967件)

あいち理数教

育 推 進 事 業

(知の探究講

座)(再掲) 
2,174

大学と連携し、高等学校で学べ

ない先進的な理数教育を受ける

機会を高校生に提供 

講座数:6講座(6講座)[名古屋大

学、愛知教育大学、名古屋工業

大学、豊田工業大学、愛知県立

大学、豊橋技術科学大学] 

参加者数:162 人(148 人) 

教員等に対す

る「外国人児

童生徒教育講

座」の実施 
33

外国人児童生徒教育を担当する

小・中・高等学校、特別支援学

校教員を対象に大学教員等を講

師とした専門的な知識を身に付

ける研修の実施 

対象教員数:52 人(52 人) 

集合研修:2 日間(2日間) 

※事前にｅラーニング研修 

連携協定を締

結している大

学との協議会

の開催（再掲）

141

「愛知県総合教育センター・大

学連携協議会」を設置し、相互

の研究と教育の充実・発展を図

るための協議を実施

回数:2 回 

開催日：平成 27年 7月 10日(金)

平成 28年 1月 28 日(木)
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